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はじめに
　岐阜県博物館では，2003年から赤外線センサーカ

メラを使って岐阜県百年公園内の哺乳類相の調査をし

てきた（説田，2004）．2008年からは，環境省のモ

ニタリングサイト1000里地調査に参加し，これまで

に13種の中･大型哺乳類が確認された（岐阜県博物館，

2014）．

　今回，初めてニホンカモシカ Capricornis crispus
（Temminck）を撮影したので，ここに報告する．

調査地および調査方法
　岐阜県博物館では，モニタリングサイト1000里地調

査（以下，モニ1000とする）の中･大型哺乳類調査と

して，岐阜県百年公園北部の3地点（図１）に赤外線セ

ンサー付き自動撮影カメラ（FieldNoteDUO，麻里布商

事，山口）を1台ずつ設置し，撮影を行ってきた．調査

マニュアルでは，調査期間は全国的な比較が可能な５

月から10月頃までで，カメラを約1ヶ月間設置し，回

収後にデータ取り出し電池を交換し，それを繰り返す

となっている（日本自然保護協会，2008）．今年度の

調査では，2016年5月5日から6月26日，7月10日から

8月28日，9月11日から10月30日に設置した．

　今回，その設置期間以外にも別の動画撮影カメラ

（Ltl-Acorn6310W MARIFセレクション/ノングロー

940nmタイプ 輸入代理店 麻里府商事）を，同じ3地点

に6月26日から7月10日，10月30日から2017年1月21

日まで設置し，継続して撮影を行った．３台ずつ合計

６台用いて，撮影期間を空けないようにした．12月10

日と12月24日にカメラの交換を行った．なお，カメラ

の回収日以前にバッテリーが切れてカメラが止まった

ことがあった．撮影モードは，1回の撮影時間を60秒，

インターバルは15秒に設定した．地上から1.2ｍ～1.5

ｍの高さで獣道の脇にある木の幹にベルトで括り付け

て固定した．その時，獣道の進行方向に対して直角に

なるようにした．日溜まりの少ない場所を選んだ．動

画は１回の撮影を１枚として数えた．

　3地点の景観の概要と周辺の状況について記す．地

点Ｄは遊歩道の見晴台から北西にのびる尾根上の中間

地点で踏み跡があり，南方の谷から狭い獣道が合流し

ている，ヒノキ人工林内にある．地点Ｆは遊歩道から

アカマツ林内に10ｍほど入ったところで，踏み跡があ

る．地点Ｇは遊歩道からヒノキ人工林を南に下った所

で，百年公園の自由広場につながる谷筋の中間になる．

図1　赤外線センサーカメラ設置地点

結果
　カメラが作動した期間は，モニ1000では389カメ

ラ日（カメラの作動日数合計），動画撮影では271カ

メラ日になった．撮影総枚数は両方の結果を合わせて

836枚，撮影された中・大型哺乳類は11種類，281枚

だった．地点別では，地点Ｄは121枚，地点Ｆは44枚，

岐阜県関市小屋名におけるニホンカモシカの記録

佐野めぐみ１・籠橋数浩１・説田健一２

Record of the Japanese serow Capricornis crispus （Temminck） （Cetartiodactyla, Bovidae）
from Oyana, Seki, Gifu Prefecture, Japan

Megumi Sano １, Kazuhiro Kagohashi １, Ken-ichi Setsuda ２

岐阜県博物館調査研究報告　第37号　3-4ページ，2017年３月
Bull. Gifu Pref. Mus., Vol. 37, pp. 3-4, March 2017

１岐阜県博物館サポーター（岐阜北高等学校所属）；２岐阜県博物館

要旨

　岐阜県関市小屋名の百年公園に赤外線センサーカメラを設置し，初めてニホンカモシカ Capricornis crispus  
（Temminck）を撮影した．
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地点Ｇは116枚だった．

　その中で，ニホンカモシカは2016年12月12日10時

55分，地点Ｇで１頭，撮影された．画面右手前から左

奥に向かってゆっくり，たびたび立ち止まりながら歩

行していた（図２）．ほぼ東へ移動した（図３）．

図2　2016年12月12日に関市小屋名百年公園で撮影さ
れたニホンカモシカ．佐野めぐみ撮影．

図3　ニホンカモシカが歩いた軌跡（→）．

考察
　ニホンカモシカが百年公園で初めて撮影された背景

として，岐阜県におけるニホンカモシカの生息分布

が，年々，拡大していることがあげられる．2010年に

可児郡御嵩町の市街地にあるショッピングセンター駐

車場でカモシカが保護される事例が発生し，2011年時

点で百年公園に近い岐阜市東部でニホンカモシカが確

認されていた（岐阜県，2015）．また，岐阜市雛倉地

区で目撃，撮影され（岐阜新聞，2010），雛倉地区か

ら石谷地区にかけて自動カメラで撮影された（岐阜市，

2014）．このように，美濃地方の平野部もしくは都市

近郊にも拡大している事がわかる．

　今回，関市百年公園でも撮影されたことから，生息

分布の拡大が示唆された．

文献
岐阜県，2015，第二種特定鳥獣管理計画（カモシカ）

第１期，26p．

岐阜県博物館，2014，特別展「里山いま昔-人と自然 

あらたな“絆”を求めて-」図録，64p．

岐阜市，2014，岐阜市の自然情報～岐阜市自然環境基

礎調査～，238p． 

岐阜新聞，2010，ニホンカモシカ岐阜市で撮影　市環

境調査員　梶浦さん成功，2010年3月19日，朝刊．

日本自然保護協会，2008，モニ1000里地調査 中・大

型哺乳類調査マニュアルVer.3.0．<https://www.

nacsj.or.jp/project/moni1000/howto.html>（2016

年5月5日）

説田健一，2004，赤外線センサーカメラで撮影された

関市岐阜県百年公園の哺乳類．岐阜県博物館調査

研究報告25，13-26．

➡
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はじめに
　2016年は岐阜県博物館協会創立50周年，かつ，岐阜

県博物館開館40周年のメモリアルイヤーであった．逆

算すると，今から40～50年前の1970～80年代，博物

館設立ラッシュの時代に岐阜県博物館も開館（1976）

し，かつ，県内でも多くの博物館が誕生し，組織化され

たのである．当時の証言に，「わが国では，ここ数年

来，毎年50館前後の博物館，美術館，資料館（中略）

が建設されている．たとえば，昭和52年度に50館，昭

和53年度に47館が開館している」１とある．この時期

は，明治100年（1968），置県100年（岐阜県の場合，

1972）を機縁に地方公立博物館の建設が相次ぐ時代で

あった．続く80年代後半から90年代初めのバブル経済

期とその後しばらくは，公立館に加え，多くの私立・企

業博物館が陸続と誕生した２．岐阜県では，前述の県博

物館以降，県美術館（1982～），高山陣屋（～1969県

事務所として使用，1996復元），県先端科学技術体験

センター（サイエンスワールド，1999～），飛騨・世

界生活文化センター（飛騨センター，2001～），県現

代陶芸美術館（2002～），県世界淡水魚園水族館（ア

クア・トトぎふ，2004～）が開館している．

　翻って，2000年代以降，とくに平成20年代の博

物館は冬の時代といわれて久しい．ちょうど10年前

（2008）には，日本博物館協会の調査によると増え続

けてきた博物館数が戦後初めて減少したと報道されて

いる３．文部科学省の社会教育調査４によれば，昭和62

年（1987）以来，増加の一途だった博物館（登録博物

館・博物館相当施設・博物館類似施設）数が，平成23

年度に減少に転じ（5,747館で前年より28館減），27

年度の中間報告ではさらに減少している（5,683館で64

館減）．入館者数も，全体では増え続けているものの，

それを上回る勢いの館数増加が相殺して，1館あたりの

入館者数は昭和61年（1986）以来ずっと減り続けてい

る．全体として，現在の博物館業界は停滞もしくは減退

の気運に包まれているといえるだろう．野放図な増設と

マーケティング（利用者研究・評価）の不備に加えて社

会情勢（不景気，少子高齢化）など内外の要因が想起さ

れるが，こうした情勢下，岐阜県では，行財政改革の結

果，県ミュージアムひだ（飛騨センター内博物館のみ

を2006県教委に移管）が閉館（2011）５，サイエンス

ワールド（2006～），アクア・トトぎふ（2004開館よ

り）６で指定管理者制度が導入された．

　さて，50周年を迎えた岐阜県博物館協会には2017年

1月現在122館園が加盟しているが，数年前の2015年

度は127館であった．わずか数年で着実に減少してい

る．最近では，2017年1月に1館（3月現在，不定期で

開館），2016年1月にも1館が閉館のため退会している．

当該施設は両館とも私立館で，廃止理由は，館主の高齢

化と寒冷地でのコレクション保管の困難さなど「多数あ

る」由であった．加盟館以外でも2000年に入ってから

岐阜県博物館協会加盟館の閉館リストと収蔵物の移動について
文化財レスキューのための所在調査に関連して

南本有紀１

Creating the List and Overview of closed museums in Gifu Museum Association and
Fluctuation of their collections: A Step toward investigation for cultural properties rescue

Yuki Minamimoto １

１岐阜県博物館

要旨

　岐阜県博物館協会が刊行した名簿から館園をリストアップし，閉廃館した施設を抽出，その後の館蔵資料の推移を
調査してまとめた一覧表を作成した．
　過去の加盟館リストによれば，当県では自然系私立館が，1970年代前半，草創期の県博物館業界を率先し，県博物
館協会でも私立館や個人会員の活躍が見られたこと，その後，70年代後半～2000年代前半までの公立館優勢を経て，
平成20年代以降の博物館冬の時代に，多くの私立館が閉館したことが判明した．これらの閉館施設の所蔵品のうち，
学術的に価値のある優れたコレクションは県内外の博物館・研究機関へ引き継がれている．
　以上の県内所在文化財移動の把握は，未指定文化財の所在調査と同様，今後，博物館・文化行政の危機管理の一環
として情報収集・集積されることが望ましい．

岐阜県博物館調査研究報告　第37号　5-12ページ，2017年３月
Bull. Gifu Pref. Mus., Vol. 37, pp. 5-12, March 2017
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活動を休止する館７が目につくようになってきた．今回，

50周年を機に立ち上げられた県博協プロジェクト８のひ

とつに加わり，この半世紀に多くの館園が協会に参加し，

そして，脱退（もしくは消息不明）していったようすを

知ることができた．当県の博物館事情をまとめることで，

文化財の置かれた状況の一端をうかがえればと思い，そ

の概要を以下に記す．

１　岐阜県内の博物館の特徴
　はじめに，岐阜県内の博物館の概況についてまとめ

ておこう．表1９で，現在の県内博物館の種類別の割合

（平成26年度）を示した．

表1-1　岐阜県内の博物館（種類別）

表1-2　岐阜県内の博物館（博物館法区分別）

　日本博物館協会のアンケート調査（平成25年度）に

よれば，全国の館園のうち館種別割合（％），総合4.8，

郷土12.6，美術20.9，歴史46.4，自然史4.1，理工4.6，

動物園1.9，水族館2.3，植物園1.8，動水植0.510と比べ

て，県内では歴史系は全国並み，美術系が少なく，郷土

系・自然史系が多くなっている．注目されるのは登録博

物館（全国平均27.7）・相当施設（10.4）の割合が少

なく，8割以上がその他（類似施設）であることだ．こ

の調査では都道府県毎の設置者別数が示されていないた

め断言できないが，その多くが私立館であると想定され

る．というのも，自然系の個人博物館が多いことが当県

の特徴といえるからだ．県博協の現加盟館（表2）11で

は，約半数が私立館である（全国平均は22.4）．

表2　岐阜県博物館協会加盟館（設置者別）

　先に紹介した報道記事12では博物館冬の時代の要因に

ついて主に公立館を取上げて考察し，施設の乱立と平成

の大合併による類似館の重複を指摘，加えて，博物館整

備を後押しした国の施策13を「建設優先　理念後回し」

と難じている．経営感覚の欠如など，指摘はいちいちご

もっともで公立館に勤務する当事者のひとりとして反省

させられる点も少なくないが，岐阜県の場合，博物館閉

廃館の事情はやや異なると思われる．即ち，創立50年

記念誌14によると，岐阜県内の博物館（県博協加盟館）

は，私立館が公立館に率先して開館しており，その組織

化を主導したのも私立館や個人会員であった．博物館を

取り巻く社会環境は共有しつつも，自ずと，開館・閉館

の理由も上記公立館とは異なってくるのだ．

　次節で，岐阜県博物館協会の加盟館のうち閉館した施

設のリストを示し，具体的に見ていこう．

２　閉廃館リスト
　過去の加盟館の閉館状況を整理しようと考えたのは，

県博協個人会員の今井雅巳の提言に触発されたからだ．

数十年前に県博協から刊行された名簿に掲載された館園

のうち少なからぬ施設が閉館しており，その所蔵品の行

方が気がかりである，県博協で散逸が懸念される文化財

群を追跡調査すべきではないかという意見であった．

　阪神淡路大震災（1995），新潟県中越地震（2004），

中越沖地震（2007），東日本大震災（2011），熊本地

震（2016）と，災害発生の度に文化財レスキューの思

想とハウツーが普及してきた．現在では，非常時（発災

後）に対症療法的に対応するのではなく，文化財保護施

策においても防災・減災を目指すべきだとされている．

つまり，予想される災害への日頃の備えを重視する考え

方である．文化財の防災についていえば，存在が周知さ

れ，対応が取られやすい指定文化財よりも，むしろ，未

指定品の所在を把握することが急務になっている15．こ

こ数年，各地で文化財レスキューの体制づくりが散見16

される一方，平時（発災前）における関係機関どうしの

連携と文化財調査（所在現状把握）の重要性が見直され



岐阜県博物館協会加盟館の閉館リストと所蔵物の移動について

7

てきたのである．活動の主体は「災害が起きた後」より

も「災害が来る前の保全活動」17にシフトしつつある．

　とはいえ，勤務館での本務外に，地域に乗り込んで膨

大雑多な文化財の悉皆調査18を始めるのは，正直，荷が

重いというのが偽らざる気持ちである．県内閉廃館の確

認作業は，県内文化財の状況把握のための作業として，

とりあえず何かを始めるきっかけとしてちょうどよいよ

うに思えた．そこで，これまでに刊行された県内館園名

簿10種（文末の文献リスト中，＊を付した）と現加盟

館リストから延べ582館園をリストアップし，うち重複

するものや，現在も活動が確認できたものを除き，閉館

が疑われる73施設を抽出したのが，表3（10～11ペー

ジに掲載）である．

　これらの73館園から，設置者を見ると，表4のごとく

である．名簿からは設置者の別が判然としなかったが，

不明分には多くの私立館が含まれると思われる．館種で

は，歴史・郷土系が約半数に留まり（前出の日博協調査

では，全国平均 歴史46.4％，郷土12.6％），自然系が

全国的な傾向（同4.1％）に対して全体の1/4以上とい

う高い比率を占めている．前述の県内博物館の特徴が反

映された結果といえよう．

表4-1　全館園：設置者別

表4-2　全館園：館種別

　さらに，表3から，名称の差異で重複が認められるも

の，後継館による活動継承が想定されるものを除くと

66施設の閉館がほぼ確認できた．これらの所在地を見

ると，現加盟館（表5，岐阜県博物館協会HPより作成）

と比べると，岐阜・飛騨地域に立地した館園がやや多く，

自然系・私立館（不詳の多くが私立館と思われる）が目

立つ結果となった（表6）．

表5　現加盟館の所在地

表6-1　閉館施設の所在地

表6-2　閉館施設の館種

表6-3　閉館施設の設置者

　以上のグラフと表3からうかがえる点をまとめると，岐

阜県の博物館界では，草創期に多くの私立館が活躍し，と

くに自然系の個人コレクションが積極的に公開されていた

こと，歴史・郷土系私立館の多くは，恐らく観光施設19で

あったこと，前者の多くが岐阜地域に，後者の多くが飛騨

地域に所在していたことが推測される．想像するに，これ

らの施設は，社会情勢の変化（博物館冬の時代）に加え，

コレクターの世代交代等，個々の事情によって活動継続

が困難に陥り，大半がひっそりと役割を終えたと思われる．

それでも，学術的に価値の高いコレクションは，他館や研

究施設に引き継がれている（表３「コレクション移管状況

など」欄を参照）ことが一縷の希望といえよう．
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おわりに
　文化財レスキューや防災は，東日本大震災以降，博物

館業界では現在ホットな話題のひとつである．前者は被

災文化財の緊急避難や一時保管などの一次的な処理が一

段落し，現在は，安定化処理や展覧会・シンポジウム20

など，二次的な局面に差し掛かっている．今後は，後者，

即ち，平常時の活動（防災対策）に比重が移っていくだ

ろう．社会的には「復興」や「啓発」に果たす博物館の

役割も期待されている21．

　当然ながら，博物館にも危機管理は必須である．近年

相次ぐ災害や異常気象が，将来の被災を，現実味を帯び

て想像させ，防災意識の高まりの中，館園のBCP（事業

継続計画）の策定は待ったなしである22．岐阜県博物館

でも消防訓練を毎年実施している．筆者が見学できた中

では，岐阜県美術館で，消灯した展示室内で負傷者を

台車に載せて救助するような実践的な訓練23を実施して

いて啓発された．神奈川県博物館協会の図上訓練24では，

第1フェーズ；地震・津波発生→対策組織立ち上げ，情

報収集・把握，第2フェーズ；初期レスキュー実施と受

援体制構築の二段階に分けて，ブロック幹事館と現地対

策本部・総合対策本部が情報を集約・共有する実際的な

訓練が行われていた．

　岐阜県博物館協会でも，東日本以前の情報ながら防災

対策をまとめた冊子25を作成したほか，加盟館被災時に

協会内で互助活動が実施できるように協会規約を一部改

正（2016）し，将来の災害発生に備える体制づくりを

進めていくべく検討されている．今後はそれぞれの立地

や環境から想定される災害に合致した具体的な対策と訓

練が必要だろう．海がない（津波被害がない）反面，日

本有数の活断層を抱える海抜0～3000メートルの平野

（水害）から山岳地帯（土砂災害）までの多様な県土の

特性を考えると，独自メソッドの策定が急がれる．

　ところで，「当該博物館の所在地又はその周辺にある

文化財保護法の適用を受ける文化財」（博物館法第3条

8項）をも保護対象に含める登録博物館はもちろん，文

化行政を担う県教委では，（相当な困難が想定されるだ

ろうが）館蔵品や指定文化財以外の膨大な未指定文化財

にも目配りすべきだろう．その意味で，京都府が導入を

試みている未指定文化財から「指定予備群」を選定し，

修復費用を助成する制度26は，未知の文化財の掘り起こ

しと保護という点で平時の防災施策と発想を同じくする

もののように思える．

　今回のピックアップ作業は，確認・追跡調査が徹底せ

ず，暫定的なリストに留まるが，地域に所在する文化

財・文化財群の情報集積，さらには将来的な文化財レス

キューにおける活動計画時にその所在情報を反映した防

災プラン策定の一助となれば幸いである．
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２［原佳子, 2009］
３［博物館　閉館の波／財政難　戦後初の減少, 2010］
４［文部科学省, 登録：平成21年以前］
５ 現在，指定管理者が運営している施設内に後継施設が

開館している．
６ 岐阜県が設置し，計画当初より江の島マリンコーポ
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レーションの業務委託が予定されていたが，地方自治

法改正を受け，指定管理者制度で運営．［地域活性化

センター, 2006］［株式会社江の島マリンコーポレー

ション］によると，岐阜県のPFI事業（Private Finance 

Initiative）として三菱商事を代表とする出資企業が有限

会社ジー・エフ・エ－（特別目的会社）を設立，県と

30年間の事業契約を締結して管理運営している．
７ 飛騨高山印籠美術館（［飛騨高山印籠美術館が閉館 , 

2006］）など．高山昭和館は所蔵者の急逝（［訃報　五

味輝一氏（高山昭和館館長）, 2015］）で閉鎖が危ぶまれ

たが，市外の企業が施設を買収して運営を継承している．
８ 本稿は岐阜県博物館協会創立50周年記念事業策定の

ために県博協に設置された同事業企画委員会「たかめる

部会」の基礎資料として作成したリストを基に執筆し

た．当該事業は加盟館対象に事業案を募集するなどし

て，①「のこす」②「ひろめる」③「たかめる」の3部

会が，それぞれ①記念誌編集，②広域広報，③連携企画

展示とミュージアム（文化財）レスキューネットワーク

構築の各事業を実施した．詳細は［岐阜県博物館協会, 

2016.3.15］および［岐阜県博物館協会, 2016.9.15］を

参照．
９［日本博物館協会, 2016.4］より作成した．
10［日本博物館協会, 2017.1］
11［岐阜県博物館協会］より作成．
12 前述3
13 歴史民俗博物館建設補助（1970），ふるさと創生

事業（1988）を挙げている．他に，風土記の丘構想

（1966）なども加えることができるだろう．
14［西尾円, 岐阜県の社会教育行政と博物館　明治から

昭和・岐阜県博物館協会創立の時期まで, 2016］［土

山公仁, 2016］［西尾円, 広瀬鎮と岐阜県博物館協会, 

2016］［石田克, 2016］
15［内田俊秀, 2009.5］［平川新・佐藤大介・高橋修・

奥村弘, 2014.10］
16 例えば，千葉県博物館協会（［千葉県博物館資料救

済体系構築実行委員会, 2014］），神奈川県博物館協会

（［神奈川県博物館協会, 2015.3］），三重県教育委員

会・三重県博物館協会・みえ歴史ネット，愛知県博物館

協議会，静岡県教育委員会・静岡県博物館協会で体制が

整備されている．他に京都市の文化財市民レスキューは

地域住民との連携による活動で注目される．

　これら全国規模の情報集約と連携のため，独立行政法

人国立文化財機構（東海地区は京都国立博物館が担当）

で文化財防災ネットワーク推進が図られている（［文化

財防災ネットワーク推進事業　中部・近畿文化財関係者

による文化財防災連絡会議, 2016］）．

　和歌山県の事例は［浜田拓志, 2015.7］を参照．
17［平川新, 2014］
18 和歌山県では県教育委員会生涯学習局文化遺産課が被

災の想定される沿岸部に立地する社寺に未指定を含む文

化財の所在調査（アンケート）を実施し，管理台帳を整

備したほか，県立博物館・県立文書館が従前から行って

いた民間所在資料保存調査を継承・発展させ，文化庁補

助事業「地域に眠る災害の記憶の発掘・共有・継承事

業」を実施している．これらの活動は県博物館施設等災

害対策連絡会議（2015～）が引き継ぐ形で，調査内容

を報告する小冊子（［和歌山県立博物館, 2015］［和歌

山県立博物館, 2016］）の配布や現地学習会を開催して

成果を地域住民と共有・還元している．詳細は［浜田拓

志, 2015.7］を参照．

　また，所要1日程度の悉皆調査による所在把握と所蔵

家1軒ごとの文書群の保存記録を組み合わせた「宮城方式

（宮城資料ネット方式）」（［平川新・佐藤大介・高橋

修・奥村弘，2014.10］）は広範囲における文化財の所

在を把握し，バックデータを集積して成果を上げている．
19 ここでは詳述しないが，博物館建設ラッシュ期は，観

光事業の勃興期でもあった．とくに飛騨高山は，国鉄

（現JR）の「ディスカバー・ジャパン」キャンペーン

（1970-76）やその後の観光戦略における主要な人気観

光地として発展してきた．また，近年，行政による観光

開発が盛んな関ヶ原には，かつて多くの私設館があって，

民間による観光客誘致が行われていたようすが伺える．
20［佐藤泰, 2015］［津波により被災した文化財の保存

修復技術の構築と専門機関の連携に関するプロジェクト

実行委員会, 2016］など．東海地区では，陸前高田市の

支援に積極的な名古屋市で展覧会「陸前高田のたからも

の」（2016年2～3月，名古屋市博物館）が開催された．
21［「震災から復興」指名担う公共施設／博物館や図書

館　郷土史として後世に, 2016］［揺れに強い構造知る

手掛かりに　濃尾地震の建築被害紹介　名古屋で企画

展, 2015］
22［村田眞宏, 2016.12］
23 2016年7月実施時に見学．地震によって照明が消え

た室内から，予め設定されている避難ルートを実際に

通って確認する内容であった．
24 2015年12月9日実施・見学．神奈川県博物館協会で

は協会内に防災ワーキンググループを設置し，対策の協

議が重ねられている．［神奈川県博物館協会, 2015.3］

を参照．
25［岐阜県博物館協会中濃部会,［2007］］
26［文化財に「指定予備群」，地域の宝守れ　京都府が

修復助成, 2017］
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館名（五十音順） 所在地（現） 文献（別掲*）掲載年 閉館 コレクション移管状況など 備　　　　　考
1 あけ世温泉自然苑の野鳥園 瑞浪市 1969 1967 ×

2 石の博物館 大野郡丹生川村（高山
市） 1976 1974 × 「建設進む「石の博物館」丹生川村大橋宣嘉さ

ん」岐阜朝刊　19701102　10面
3 伊藤裕教コレクション 益田郡下呂町（下呂市） 1976 1974 × 70と関連か
4 岩邑小学校郷土室 恵那市 1967 × 恵那市立岩邑小学校は1873開校

5 恵那郷土館 恵那市 1985 × 2014建物現存 「 資 料 館 め ぐ り  恵 那 郷 土 館 」 中 日 朝 刊  　
19770821　10面

6 老田野鳥館 高山市 1985 1976 2008 →東京大学総合研究博物館（寄贈），
山階鳥類研究所（寄贈）

7 大垣市児童文化センター 大垣市 1985 1976 1974 1969 1967 △ 大垣市スイトピアセンター（文化会館・学習館・
こどもサイエンスプラザ）は1992開館

8 大塚集古資料館 岐阜市 1985 1988 →国立歴史民俗博物館（1990・93・94
購入） 大飛木材株式会社創業70周年記念として1979開館

9 小川栄一コレクション展示室 揖斐郡大野町 1976 1974 1969 1967 ×
小川徴古館（自宅）とも
岐阜郷土館（1931-43）でも展示
→岐阜市歴史博物館

小川栄一は岐阜県文化財調査委員

10 奥美濃郷土館 郡上郡八幡町（郡上市） 1976 1974 1969 1967 ×
「城山に奥美濃郷土館 八幡町の武藤隆一さん」岐
阜朝刊　19661108　6面
「博物館へ行こう 14 奥美濃郷土館」岐阜朝刊　
19770930　8面

11 落合郷土館 中津川市 1967 × 「平田学派の書物1,000冊 中津川の落合郷土館で
発見」中日夕刊　19670907　6面

12 笠松中学校校内科学博物館
（改築中） 羽島郡笠松町 1967 ×

笠松中学校博物館委員会『資料｢ナガガキ(化石)｣
の調査・研究』 （刊行年不明）
笠松町立笠松中学校は1947開校

13 合掌造り生活資料館 大野郡白川村 1985 ○ 和田家，合掌造り民家園とは別

14 神坂文化資料館 中津川市 1976 1974 × 「神坂文化資料館できる 中津川市」朝日朝刊　
19721204　13面

15 上之保村尚古館 武儀郡上之保村（関市） 1985 ×

16 川上村郷土館 恵那郡川上村（中津川
市） 1985 ×

17 貴異美術館 郡上郡八幡町（郡上市） 1976 1974 ×

18 菊花石館 岐阜市 1976 1974 1969 1967 ×
「 山 口 誓 子 も 訪 れ る  菊 花 石 館 」 毎 日 朝 刊 　
19660313　16面
「菊花石館をご訪問 三笠宮ご夫妻」岐阜朝刊　
19741001　10面

19 岐阜県ラン科植物園 岐阜市 1969 ×

20 岐阜公園水族館 岐阜市 1974 1969 1967 1999 →上野動物園，黒谷自然公園（川辺町，
閉鎖）など

「岐阜市 岐阜公園水族館の悩み 魚荒しに手焼く 
」毎日朝刊　19570526　  5面
「岐阜市の岐阜公園水族館の魚や動物､引き取り
先決まる」朝日朝刊　19990612　25面
公園再整備に伴い閉鎖

21 岐阜公園（淡水魚水族館・小
動物園） 岐阜市 1985 1976 1999

か
1950開館
「日本初淡水魚水族館」と紹介

22 岐阜公園鳥類センター 岐阜市 1974 1969 1967 1999
か

23 岐阜大学農学部植物園 各務原市か 1967
24 岐阜大学農学部付属植物園 各務原市 1976 1974 1969 23と同じ

25 岐阜プラネタリウム 岐阜市 1985 1976 1974 1969 1967 1984
「創立25周年の岐阜プラネタリウム」岐阜朝刊　
19830401　16面
「岐阜プラネタリウム 27年の歴史に幕 取り壊し
市制百年公園に」岐阜朝刊 　19851219　15面

26 教育資料館 関市 1976 1974 × 池村教育資料館
「池村兼武 動植物の標本3000点」中日夕刊　
19610418　5面
「 池 村 兼 武  池 村 教 育 資 料 館 長 」 中 日 朝 刊 　
19761224　13面

27 郷土玩具館 高山市 1985 1976 1974 ○ 高山郷土玩具館

28 郡上工芸研究所 郡上郡八幡町（郡上市） 1985 △
1952郡上郷土芸術研究所→1958郡上工
芸研究所→1980南足柄工芸研究所（研
究室とも）

宗廣力三（1914-89）

29 郡上染織史料館 郡上郡八幡町（郡上市） 1976 1974 1969 × →郡上八幡博覧館，岐阜県美術館 郡上染織資料館か
宗廣力三が1968開館

30 防人センター・忍者の里 不破郡関ヶ原町か 1976 ×
「防人センター・忍者の里  実物大の零戦の模型
展示 マニアが100万円かけてつくる」中日朝刊　
19760110　13面

31 軍事博物館と忍者の里 不破郡関ヶ原町 1985 × 30と同じ

32 国府町歴史・民俗資料館 高山市 1976 △ 高山市に合併後，所蔵庫として使用
「国府町歴史民俗資料館　国府の民俗館移築 沼
田で地盤沈下 完成わずか3年足らず」毎日朝刊　
19770624　13面

33 国府町郷土館・民俗館 吉城郡国府町（高山市） 1985 32と同じ

34 後藤植物研究所展示室 関市 1976 1974 1969 1967 2006
か

白銀登落荘とも
→琵琶湖博物館（魚類標本を寄贈）

「後藤宮子 長良川の魚類標本114万匹 新収納庫で
整理開始」読売朝刊　19921230　17面
「後藤宮子さん標本収蔵庫 白銀登落荘と命名」朝
日朝刊　19930314　22面
「 後 藤 宮 子  白 銀 登 落 荘 館 長 」 読 売 朝 刊 　 
19960109　23面
「関市の後藤宮子さん 琵琶湖博物館に魚標本60万
点寄贈」岐阜朝刊　20061014　24面

35 三郷（みさと）中学校郷土室 恵那市 1967 × 1979恵那市立恵那西中学校に統合 恵那市立三郷中学校は1947開校か
36 自然保護資料室 岐阜市 1976 1974 ×

37 下保森林総合展示室 大野郡丹生川村（高山
市） 1985 △ ぎふ森林文化センター（岐阜市，1994

～）か
「岐阜市 ぎふ森林文化センターが完成」読売朝刊
　19941213　26面

38 下野郷土館 恵那郡福岡町（中津川
市） 1985 1976 1969 ×

39 春慶会館 高山市 1976 2014 一部売却か
長瀬清が私設展示館として1973開館
「高山市神田町の春慶会館跡地に建設するサービ
ス付き高齢者向け住宅（サ高住）の起工式」岐阜
朝刊　20150428　飛騨27面

40 飛騨高山春慶会館 高山市 1985 39と同じ
41 白木菊花石館 岐阜市 1985 ×

42 青邨記念館 中津川市 1985 1976 1974 1969 1967 2015 中津川市蔵（一部寄託）
中津川市苗木遠山史料館で保管

1966開館，2009より休館
新館構想あり

43 関ヶ原大爬虫類センター 不破郡関ヶ原町 1974 × 「関ヶ原大爬虫類センターあす開館」岐阜朝刊　
19711029　12面

44 関ヶ原縄文遺跡と考古館 不破郡関ヶ原町 1967 45・46と同じ
45 関ヶ原の縄文遺跡と考古館 不破郡関ヶ原町 1969 44・46と同じ

表 3　岐阜県博物館協会加盟館の閉館状況まとめ
重複または存続 ＊文末「文献」欄に列記 数字

×
○
△

空欄

閉館年
廃絶（現在活動を確認できず）
存続
存続（名称・形態を変更）
不明もしくは異称（別称で立項）
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館名（五十音順） 所在地（現） 文献（別掲*）掲載年 閉館 コレクション移管状況など 備　　　　　考

46 関ヶ原縄文遺跡考古館 不破郡関ヶ原町 1976 1974 1978
か

「関ケ原縄文遺跡考古館 雪に無残廃屋同然 個人管
理もう限界」岐阜朝刊　19780423　13面

47 蘇原公民館郷土室 各務原市 1974 1969 1967 各務原市中央ライフデザインセンター
（1993～）か

「各務原市蘇原公民館600冊の本購入」中日夕刊
　19810714　6面

48 谷合公民館郷土室 山県郡美山町（山県市） 1976 1974 1969 1967 1982
か

「美山町谷合公民館完成」中日朝刊　19820129　
16面

49 谷汲植物園 揖斐郡谷汲村（揖斐川
町） 1976 1974 1969 1967 谷汲ゆり園（1996～）か 「谷汲村に東海3県最大の百合園｢谷汲ゆり園｣

オープン」中日朝刊　19960622　20面
50 飛山民俗館 益田郡金山町（下呂市） 1985 1976 1974 ×
51 日本自動車館 大野郡宮村（高山市） 1976 1974 ×

52 日本歴史館 可児市 1985 2010
か

看板表記によると可児町（1955-82）期
開館
2015看板現存

「ぶらっとミユージアム 日本歴史館」毎日朝刊　
19930617　17面
「日本歴史館(可児市)  可児郷土歴史館」岐阜夕刊
　19970716　1面

53 濃飛甲冑研究所展示室 岐阜市 1976 1974 1969 ×
吉田ライブラリー併設
よろいの館吉田濃飛甲冑研究所とも
→岐阜市歴史博物館（一部寄贈）

吉田幸平（1919-2013）
歴史文化センター建設準備委員会『吉田幸平博士
博物館構想及び自録』1975
「吉田幸平さん 吉田ライブラリーを開設 専門書約
2万冊を有料で貸し出し」中日朝刊　19860802　
14面
吉田幸平『奇人山上八郎伝』よろいの館吉田濃飛
甲胄研究所　1992.4

54 野畠甲冑美術館 高山市 1976 1974 ×
55 羽島中学校郷土室 羽島市 1967 × 羽島市立羽島中学校は1947開校

56 歯の博物館 岐阜市 1985 2010
岐阜県歯科医師会が運営
1982開館
岐阜県博物館に寄贈の照会あり（受領
なし）

「歯の博物館建設へ 岐阜市口腔保健衛生センター
内に」岐阜朝刊　19800119　11面
「 歯 の 博 物 館 建 設  完 成 へ 着 々 」 朝 日 夕 刊 　
19810408　6面 
「岐阜市  歯の博物館」中日朝刊　19820501　13
面
「『歯の博物館』6日閉館　30年近く『歯と体の
健康』啓発続ける」岐阜朝刊　20100129　18面

57 飛騨御殿 高山市 1985 ×

58 飛騨郷土館 益田郡下呂町（下呂市） 1969 1967 △

1963開館
小坂郷土館（下呂市小坂町湯屋）
[参照]1972中部山岳考古館→1985峰一
合遺跡考古館→1995下呂ふるさと歴史
記念館（下呂市森）

「下呂の飛騨郷土館完成 来月公開」毎日朝刊　
19630320　12面
「文化財保護  文化遺産に防火装置 永保寺と飛騨
郷土館の合掌づくり」岐阜朝刊　19641116　10面

59 飛騨工芸館 高山市 1985 × 1975開館
「飛騨民俗村・飛騨の里  飛騨工芸館無料で開館」
朝日朝刊　19750514　17面
「飛騨工芸館がオープン」毎日朝刊　19750515

60 飛騨工匠館 高山市 1985 1976 1988
か 1975開館

「飛騨工匠館  歌人 福田夕咲の実家 飛騨工匠館に
衣替え 来月上旬オープン」中日夕刊　19750307
　12面
「飛騨工匠館  文学と民芸品を合わせ紹介 工匠
館」毎日朝刊　19750407　13面
「高山 飛騨工匠館半焼」朝日夕刊　19880206　7
面

61 飛騨集古館 大野郡丹生川村（高山
市） 1976 1974 × 1970開館

「改装した飛騨集古館 あすオープン」岐阜朝刊　
19700425　13面
「飛騨集古館 江戸 明治時代の農具を集める」中日
朝刊　19700927　19面

62 斐太彦天文處 大野郡清見村（高山市）
岐阜市 1985 △

坂井義雄が旧陸軍気象観測所を転用し
て岐阜金華山天文台（岐阜市）設置
（1951-58）
1972開館→1986飛騨プラネタリウム
（公営）
→小川天文台（長野県小川村）

「天文台　軌道に乗る斐太彦天文処 清見村夏厩 夏
休みに同好会発足」中日朝刊　19780623　13面
「坂井義雄 斐太彦天文処」中日朝刊　19810825
　11面
「清見村がプラネタリウム建設 斐太彦天文処の横
に」中日朝刊　19850806　14面

63 飛騨風物館 高山市 1985 1976 × 1973開館 「『飛騨風物館』開館」朝日朝刊　19730930　13
面

64 飛騨民俗館 高山市 1969 1967 △

1959開館
飛騨の里（1971～）と併せて，飛騨民
俗村・飛騨の里
重要有形民俗文化財・飛騨のそりコレ
クション（1960指定），飛騨の山村生
産用具（1975指定）あり

「飛騨民俗館 いまどき珍しい塩船 ジュラ紀の化石
寄贈される」毎日朝刊　19591125　5面
「飛騨民俗館 『博物館法』適用の施設指定を申
請」毎日朝刊　19601117　5面 
「飛騨民俗館が博物館並に 文部省から指定」朝日
朝刊　19610114
「養蚕方式を重民資料に 飛騨民俗館」岐阜朝刊　
19630121　5面
「飛騨民俗館20周年式」岐阜朝刊　19790630　
16面

65 飛騨民俗資料館 吉城郡古川町（飛騨市） 1985 1976 1988
「飛騨民俗資料館 古川町井之口さん」朝日朝刊　
19740408　13面
「私財投じて15年 古川の飛騨民俗資料館閉館」中
日朝刊　19881029　17面

66 洞戸村民俗資料館 武儀郡洞戸村（関市） 1976 1974 ×

67 松枝小学校民俗資料館 羽島郡笠松町 1985 笠松町歴史民俗資料館→2015笠松町歴
史未来館 笠松町立松枝小学校は1894開校

68 美山民俗資料館 山県郡美山町（山県市） 1976 1974 △
2003山県市歴史民俗資料館・分室（山
県市葛原郷土研修室，山県市みやま
ジョイフル倶楽部，山県市谷合郷土研
修室）

69 大和民俗資料館 郡上郡大和村（郡上市） 1985 1977明宝歴史民俗博物館 2004郡上郡7町村が合併，郡上市に

70 祐教コレクション付知峡博物
館 恵那市 1969 × 1968開館

3と関連か
「付知峡博物館を着工」岐阜朝刊　19671209　7
面
「付知峡博物館 8月に開館」岐阜朝刊　19680602
　15面

71 養老植物教材園 養老郡養老町 1967 養老公園の竹類園 竹研究家・坪井伊助収集の「竹類標本園」

72 陸上自衛隊岐阜駐とん地　美
術史料館 岐阜市か 1967 × 陸上自衛隊善通寺駐屯地資料館（香川県善通寺

市）は2006より一般公開
73 陸上自衛隊岐阜駐屯地史料館 岐阜市 1974 1969 72と同じ

出典（順不同）；
宗廣力三：　東文研アーカイブデータベース（HP：東京文化財研究所）http://www.tobunken.go.jp/materials/bukko/9803.html（2017年1月25日閲覧）
菊池昌治, 郡上紬再興の道（現代構造研究所, 1991, テキスタル・クリエーション[1]：創造の美学, 繊維工業構造改善事業協会）
※中小機構：経営力の強化：　テキスタル・クリエーション[1]：創造の美学　http://www.smrj.go.jp/keiei/chosa/seni/archives/045297.html（2017年1月25日閲覧）
[追記]養老公園・竹類園（ブログ：「岐阜の自然考」をめぐる旅）aquatottotoday.hatenadiary.jp/entry/2016/09/23/000200（2017年1月26日閲覧）
日本公開天文台協会公開天文台白書編集委員会, 2007, 公開天文台白書　2006, 兵庫県立西はりま天文台公園　p9
坂井義人, 2002, 岐阜金華山天文台・坂井義雄の思い出（宇宙会会報　17, 2002.12）
　※小川天文台の歴史（5）（HP：小川天文台）http://www.bekkoame.ne.jp/~masa-ki/ogawa_tenmondai/histry/history_05.html（2017年1月26日閲覧）に転載
坂井義人, 2015, 岐阜金華山天文台の活動意義と坂井義雄（第5回天文台アーカイブプロジェクト報告会集録（2015） 5, 2015.1）
下呂ふるさと歴史記念館（縄文公園）（HP：下呂市）http://www.city.gero.lg.jp/departmentTop/node_1069/node_1155/node_27591（2017年1月26日閲覧）
「飛騨高山春慶会館」，41年の歴史に幕（ホームページ：飛騨経済新聞）http://hida.keizai.biz/headline/677/（2017年1月26日閲覧）
編集余記「後藤コレクション寄贈について」（岐阜新聞20061102）
小川貴司, 2005, 小川栄一日誌に見る岐阜郷土館　戦時下の博物館活動について（岐阜市歴史博物館研究紀要　17, 2005.3）
老田野鳥館から標本・図書受入（山階鳥研NEWS　219, 2008.9）
　※老田野鳥館から標本・図書受入（HP：山階鳥類研究所）http://www.yamashina.or.jp/hp/wadai/backnumber/2008_9_04.html#03（2017年1月25日閲覧）に転載
松原始, 老田敬吉氏収集の鳥類標本（HP：東京大学総合研究博物館）http://www.um.u-tokyo.ac.jp/web_museum/ouroboros/v17n3/v17n3_matsubara.html（2017年1月25日閲覧）
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５
２
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介
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５
６
４
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５
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４
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。
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築
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た
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れ
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光
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に
仕
え
、
そ
の

配
下
と
し
て
朝
鮮
出
兵
に
も
加
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
徳
川
家
康
に
仕
え
、
関
ヶ
原
合
戦
の
軍
功
に
よ
り
美
濃
石
津
郡
時
、
多
良
郷
の
う
ち
貞

利
（
貞
久
の
次
男
・
西
家
）
が
二
千
三
百
石
、
貞
友
（
貞
久
の
五
男
・
東
家
）
、
貞
俊
（
貞
久
養
子

（
長
男
貞
家
の
子
）
・
北
家
）
が
各
々
千
石
を
拝
領
し
、
都
合
四
千
三
百
石
の
石
高
を
も
ち
個
別
に

領
主
権
を
形
成
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
、
高
木
家
は
交
代
寄
合
に
列
し
、
参
勤
交
代
を
許
さ
れ
る

な
ど
そ
の
格
式
は
大
名
に
準
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

 

（
多
病
に
よ
り
嗣
た
ら
ず
）　
　
　
　
　
　
　

戦
死

①
貞
政　

─　

貞
次　

…　
　

②
貞
久　
　

─　

  

貞
家　

─　

貞
俊　

（
北
家
初
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
左
衛
門
尉　

　

 

③
貞
利
権
右
衛
門
（
西
家
初
代
）　

─　

④
貞
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

貞
友 　

     

（
東
家
初
代
）

　

ま
た
、
西
高
木
家
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、
郡
長
や
衆
議
院
議
員
を
歴
任
し
、
地
域
の
名
望
家

と
し
て
存
続
し
た
た
め
、
同
家
の
古
文
書
は
散
逸
を
免
れ
、
総
点
数
十
三
万
点
に
及
ぶ
古
文
書
群
が

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
に
残
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
文
書
群
が
ま
と
ま
っ
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山田　昭彦

て
残
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
近
世
領
主
制
の
展
開
を
考
察
す
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
な
か
で
も
今
回
展
示
し
た
資
料
（
個
人
蔵
・
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
寄
託
）
は
、
家
の
来

歴
を
証
明
す
る
大
切
な
資
料
と
し
て
西
高
木
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
高
木
氏
と
信
長
・
秀
吉
・

家
康
と
の
関
り
を
考
察
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
、
「
高
木
家
文
書
」
中
で
も
中
核

を
な
す
文
書
群
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
次
の
９
点
の
天
下
人
も
し

く
は
そ
の
周
辺
に
関
わ
る
文
書
を
展
示
し
た
。

（
史
料
１
）　

高
木
直
介
宛
織
田
信
長
書
状
（
永
禄
七
年
カ
）

（
史
料
２
）　

吉
村
名
字
中
外
三
名
宛
織
田
信
長
朱
印
状
（
天
正
二
年
）

（
史
料
３
）　

高
木
彦
左
衛
門
尉
宛
織
田
信
長
朱
印
状
（
天
正
二
年
）

（
史
料
４
）　

今
尾
町
市
宛
織
田
信
忠
判
物
（
天
正
八
年
）

（
史
料
５
）　

高
木
権
右
衛
門
尉
宛
織
田
信
雄
黒
印
状
（
天
正
十
四
年
）

（
史
料
６
）　

高
木
権
右
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
（
天
正
十
年
）

（
史
料
７
）　

高
木
権
右
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
（
天
正
十
一
年
）

（
史
料
８
）　

高
木
権
右
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
（
天
正
十
一
年
）

（
史
料
９
）　

高
木
権
右
衛
門
尉
同
名
衆
中
宛
徳
川
家
康
書
状
（
天
正
十
二
年
）

　

こ
れ
ら
の
文
書
の
う
ち
、
（
史
料
２
）
は
、
今
尾
城
に
お
い
て
高
木
氏
の
配
下
に
置
か
れ
た
吉
村

名
字
中
の
三
氏
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
、
（
史
料
４
）
は
高
木
氏
支
配
下
の
今
尾
町
市
宛
て
で

あ
っ
た
た
め
そ
れ
ぞ
れ
高
木
氏
の
下
に
残
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
他
の
７
点
は
、
い
ず
れ
も
高
木
氏
に

対
し
て
直
接
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
資
料
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
こ
と

と
す
る
。

二
　
信
長
と
高
木
氏

　
①
信
長
の
美
濃
進
出

　

高
木
家
は
、
揖
斐
川
下
流
駒
野
の
地
（
現
海
津
市
南
濃
町
駒
野
）
に
居
城
を
構
え
た
西
濃
地
方
南

部
の
有
力
武
士
で
あ
っ
た
。
高
木
直
介
（
貞
久
）
は
、
弘
治
二
年
（
１
５
５
６
）
に
は
西
駒
野
郷
等

六
ヶ
所
を
斎
藤
義
龍
か
ら
安
堵
さ
れ
た
が
、
永
禄
七
年
（
１
５
６
４
）
４
月
に
池
田
郡
市
橋
荘
を
本

拠
と
し
た
市
橋
長
利
を
介
し
て
信
長
に
内
応
し
た
。

　

（
史
料
１
）
高
木
直
介
宛
織
田
信
長
書
状

　
　

市
橋
し
て
御
物
語
誠
令
祝
着
候
、
弥
々
御
馳
走
可
畏
入
候
、
猶
、
彼
口
上
申
含
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

（
永
禄
七
年
カ
）

　
　
　
　
　

四
月
廿
四
日　

信
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　

高
木
直
介
（
貞
久
）
殿
、

　　

信
長
は
同
年
６
月
明
院
良
政
・
滝
川
一
益
を
通
じ
て
徳
山
次
郎
右
衛
門
（
則
秀
・
本
拠
は
徳
山

谷
）
へ
書
状
（
「
徳
山
家
記
録
」
・
奥
野
高
廣
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
上
巻
所
収
）
、
７

月
市
橋
長
利
を
介
し
て
国
枝
古
泰
（
本
拠
は
揖
斐
郡
本
郷
）
に
越
前
朝
倉
氏
へ
の
連
絡
を
依
頼
す
る

書
状
（
『
国
枝
文
書
』
・
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
上
巻
所
収
）
を
出
し
て
お
り
、
西
美
濃

に
お
い
て
揖
斐
川
筋
の
調
略
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
永
禄
十
年
（
１
５
６
７
）
、
信
長

は
斎
藤
竜
興
を
放
逐
し
、
そ
の
本
拠
井
ノ
口
を
岐
阜
と
改
め
居
城
と
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
４
代

に
わ
た
っ
て
美
濃
を
支
配
し
た
戦
国
大
名
斎
藤
氏
は
実
質
上
滅
亡
し
、
在
地
の
有
力
武
士
は
、
信
長

の
家
臣
団
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。

　

美
濃
を
本
拠
と
し
た
信
長
は
、
永
禄
十
一
年
（
１
５
６
８
）
前
将
軍
義
輝
の
弟
義
昭
（
一
条
院
覚

慶
）
を
越
前
か
ら
岐
阜
正
法
寺
に
迎
え
た
上
、
と
も
に
上
洛
し
将
軍
宣
下
を
取
り
図
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
し
か
し
早
く
も
、
そ
の
翌
永
禄
十
二
年
（
１
５
６
９
）
に
は
両
者
の
間
で
対
立
が
深
ま
る
こ

と
と
な
る
。

　
②
反
信
長
包
囲
網
の
中
で

　

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
信
長
は
、
本
願
寺
に
対
し
て
銭
五
千
貫
と
大
坂
退
去
を
要
求
し
た
。
法

主
顕
如
は
、
全
国
の
坊
主
、
門
徒
に
法
敵
打
倒
の
た
め
蜂
起
を
命
じ
た
。
濃
州
郡
上
惣
門
徒
中
に
対

し
て
も
こ
の
命
令
が
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
安
養
寺
（
現
郡
上
市
八
幡
町
）
に
は
次

の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　

　

「
濃
州
郡
上
惣
門
徒
中　

顕
如
」
（
端
裏
切
封
）

　
　

就
信
長
上
洛
、
此
方
令
迷
惑
候
、
去
々
年
以
来
、
懸
難
題
申
付
而
、
随
分
成
扱
、

　
　

雖
応
彼
方
候
、
無
其
専
、
可
破
却
由
、
慥
告
来
候
、
此
上
不
及
力
候
、
然
者　

開
山
之
一
流
、
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織豊期・西美濃高木氏の動向

　
　

此
時
無
退
転
様
、
各
不
顧
身
命
、
可
抽
忠
節
事
難
有
候
、
若
無
沙
汰
輩
者
、

　
　

長
不
可
為
門
徒
候
、
併
馳
走
頼
入
候
、
穴
賢
、

　
　

（
元
亀
元
年
）

　
　
　

九
月
二
日
顕
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

濃
州
郡
上
惣
宗
徒
中　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
「
石
山
合
戦
関
係
文
書
及
び
安
養
寺
文
書
」
）

　

以
後
、
天
正
八
年
（
１
５
８
０
）
ま
で
の
十
年
余
り
に
及
ぶ
石
山
合
戦
の
始
ま
り
を
告
げ
る
文
書

で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
越
前
・
伊
勢
と
い
っ
た
美
濃
を
取
り
巻
く
地
域
に
お
い
て
も
一
揆
が
頻
発
し

た
。
と
り
わ
け
伊
勢
に
お
い
て
は
、
長
島
の
願
証
寺
を
中
心
と
し
て
、
木
曾
・
長
良
・
揖
斐
の
河
口

の
島
々
に
門
徒
が
立
て
籠
も
り
、
徹
底
抗
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
信
長
軍
は
、
緒
戦
に
お
い
て
信
長

の
弟
で
古
（
小
）
木
江
城
主
で
あ
っ
た
織
田
信
興
が
敗
死
す
る
な
ど
苦
戦
を
重
ね
た
。
元
亀
二
年

（
１
５
７
１
）
、
信
長
は
５
万
人
余
の
兵
力
を
も
っ
て
、
長
島
を
攻
撃
し
た
（
第
一
次
長
島
攻
撃
）

が
、
輪
中
を
利
用
し
た
一
揆
軍
に
苦
戦
し
、
高
木
氏
の
寄
親
で
も
あ
っ
た
美
濃
の
有
力
武
将
氏
家
卜

全
が
石
津
郡
太
田
村
（
現
海
津
市
南
濃
町
）
で
敗
死
す
る
と
い
っ
た
惨
敗
を
喫
し
て
い
る
。
ま
た
こ

の
時
期
、
将
軍
足
利
義
昭
と
信
長
の
関
係
に
さ
ら
な
る
緊
張
関
係
が
生
じ
て
い
た
。

　

至
勢
州
人
数
共
相
越
候
由
、
如
何
無
心
元
候
、
為
其
見
舞
、
旁
差
下
狩
野
伊
豆
守
候
、
次
越
後
使

僧
、
昨
日
帰
来
候
、
輝
序
（
虎
カ
）
言
上
通
、
具
可
演
説
候
、
猶
、
異
見
次
第
可
申
下
候
哉
、
就
中
、

牢
人
共
相
催
候
由
候
、
不
実
候
、
於
事
実
者
、
追
々
可
注
進
候
、
委
細
藤
孝
（
細
川
）
・
惟
政
（
和

田
）
可
申
候
也
、

（
元
亀
二
年
）

　

五
月
十
二
日　

（
義
昭
花
押
）

　
　
　
　
　
　

安
養
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
「
石
山
合
戦
関
係
文
書
及
び
安
養
寺
文
書
」
）

　

こ
の
書
状
は
、
足
利
義
昭
が
美
濃
国
安
養
寺
に
対
し
て
、
側
近
で
あ
る
細
川
藤
孝
、
和
田
惟
政
を

介
し
て
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
義
昭
が
伊
勢
長
島
の
一
向
一
揆
に
関
与
す
る
と
と
も

に
越
後
の
上
杉
氏
と
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
足
利
義
昭
が

結
節
点
と
な
り
本
願
寺
、
上
杉
謙
信
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
信
長
包
囲
網
の
構
築
に
関
わ
る
書
状
と
い

え
る
。
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
・
中
世
一
は
、
元
亀
三
年
発
給
の
可
能
性
を
説
く
が
、
和
田
惟

政
は
、
元
亀
二
年
八
月
に
池
田
知
正
と
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
摂
津
郡
山
の
戦
い
で
戦
死
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、
元
亀
二
年
に
比
定
し
た
。

　

天
正
元
年
（
元
亀
四
年
・
１
５
７
３
）
義
昭
は
、
二
度
に
わ
た
り
挙
兵
し
た
が
敗
れ
室
町
幕
府
は

終
焉
の
時
を
迎
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
義
昭
は
、
紀
伊
興
国
寺
か
ら
備
後
鞆
へ
と
居
を
移
し
つ
つ

反
信
長
の
姿
勢
を
保
っ
た
。
翌
二
年
（
１
５
７
４
）
の
美
濃
に
お
い
て
は
、
二
月
に
武
田
勝
頼
の
東

美
濃
侵
入
、
伊
勢
長
島
一
揆
と
の
対
峙
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
が
継
続
し
て
い
た
。

　
（
史
料
２
）
高
木
彦
左
衛
門
尉
宛
織
田
信
長
朱
印
状

　
　

今
尾
城
之
事

　
　

高
木
彦
左
衛
門
尉
ニ
申
付
候
、
諸
事
可
然
様
ニ

　
　

令
相
談
、
無
粗
略
馳
走
簡
要
候
、
謹
言

　
　

二
月
朔　

信
長
（
朱
印
）

　
　
　

吉
村
名
字
中

　
　
　

木
村
十
兵
衛
と
の
へ

　
　
　

田
中　

貞
吉
と
の
へ

　
　
　

西
松
忠
兵
衛
と
の
へ

　

（
史
料
２
）
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
西
濃
地
方
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
今
尾
城

（
現
海
津
市
平
田
町
）
の
守
護
を
高
木
彦
左
衛
門
尉
（
貞
久
）
に
申
し
付
け
る
（
『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』５

、
以
後
『
寛
政
譜
』
と
す
る
）　

と
と
も
に
、
在
地
領
主
で
あ
る
吉
村
名
字
中
の
三
氏
に
対
し

て
、
そ
の
協
力
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
同
年
九
月
に
は
長
島
の
一
向
一
揆
に
対
し
て
、
志
摩
九
鬼
氏
率
い
る
数
百
隻
の
軍
船
動

員
な
ど
７
万
人
余
の
兵
力
を
投
入
し
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
ま
た
、
一
揆
勢
に
呼
応
す
る
形
で

東
美
濃
に
侵
攻
し
た
武
田
勝
頼
を
撃
退
し
た
。
信
長
、
家
康
の
連
合
軍
が
長
篠
・
設
楽
ヶ
原
の
戦
い

で
武
田
勝
頼
軍
を
撃
破
す
る
の
は
、
そ
の
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
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③
天
下
人
と
鷹
狩

　

こ
の
直
後
、
信
長
は
美
濃
の
在
地
領
主
に
対
し
て
、
鷹
狩
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
命
令
を
出
し
て

い
る
。

　

（
史
料
３
）

　

尚
以
、
討
当
候
ハ
ぬ
様
ニ
可
追
立
事
簡
要
候

就
鷹
野
鉄
炮
雖
令
停
止
其
辺
者
無
越
事
之
条
、
領
中
分
鶴
雁
其
外
諸
鳥

冬
春
鷹
野
之
間
可
討
旨
可
申
付
也

　

天
正
二　

十
二
月
九
日　

信
長
（
朱
印
）

高
木
彦
左
衛
門
尉
と
の
へ

　　

こ
の
文
書
か
ら
、
信
長
は
高
木
彦
左
衛
門
尉
（
貞
久
）
の
支
配
地
周
辺
に
鷹
狩
場
を
設
置
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
信
長
が
発
令
し
た
同
様
の
文
書
は
、
次
の
二
通
が
確
認
で
き
る
。
（
『
増
訂
織

田
信
長
文
書
の
研
究
』
上
巻
所
収
）

（
史
料
Ａ
）

　

尚
以
、
討
当
候
は
ぬ
様
ニ
、
切
角
可
追
立
事
簡
要
候
、

就
鉄
炮
停
止
、
此
方
鶴
・
雁
諸
鳥
希
候
、
然
者
其
辺
知
行
分
相
触
、

冬
春
鷹
野
之
間
、
鉄
炮
可
放
旨
可
申
付
候
也
、

　

天
正
二

　
　
　

十
二
月
九
日

　
　
　
　

不
破
大
炊
助
殿

　
　
　
　

田
中
真
吉　

殿

（
史
料
Ｂ
）

　

尚
以
、
あ
た
り
候
ハ
ぬ
や
う
に
、
可
追
立
事
簡
要
候
、

就
鷹
野
鉄
炮
雖
令
停
止
、
其
辺
者
不
入
之
条
、

冬
春
鷹
野
之
間
、
領
中
分
鶴
雁
其
外
諸
鳥
可
討
旨
可
申
触
候
也
、

　

天
正
二

　
　
　

十
二
月
九
日

　
　
　
　

神
野
源
六
郎
と
の
へ

　
　
　
　

伊
藤
七
郎
左
衛
門
と
の
へ

　
　
　
　

吉
村
又
吉
郎
と
の
へ

　

（
史
料
Ａ
）
は
、
文
書
そ
の
も
の
が
備
前
池
田
家
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
両
氏
は
池
田
氏
の

組
下
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
（
史
料
Ｂ
）
で
は
、
（
史
料
２
）
同
様
宛
所
に
吉
村
氏
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
濃
各
地
の
在
地
領
主
に
対
し
て
、
同
一
の
日
付
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
鶴
・

雁
を
追
い
立
て
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
伊
勢
長
島
の
一
向
一
揆
を
壊
滅
さ

せ
た
安
堵
感
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
戦
国
大
名
に
と
っ
て
鷹
狩
り
は
単
な
る
嗜
好
に
と
ど
ま
ら
ず
、
重

要
な
軍
事
訓
練
の
場
で
も
あ
っ
た６

。
そ
の
た
め
、
信
長
が
周
囲
の
勢
力
と
対
峙
す
る
と
い
っ
た
緊
迫

し
た
状
況
の
中
、
軍
事
動
員
・
訓
練
の
一
環
と
し
て
発
令
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
の
ち
、

天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
豊
臣
秀
吉
も
、
同
様
の
命
令
を
、
四
国
、
九
州
、
東
北
地
方
の
大
名
た
ち

に
出
し
て
い
る
。

（
史
料
Ｃ
）

於
伊
予
国
中

鶴
・
白
鳥
・
雁
・
鴨
其
外
諸
鳥
、
如
去
年
、
以
鉄
炮
討
之
、
又
者
猟
師
等
申
付
、
鳥
共
可
進
上
之
候
、

他
所
如
此
被
仰
付
候
者
、
御
鷹
場
ニ
被
留
置
候
所
へ
、
諸
鳥
可
集
来
候
之
間
、
入
精
可
申
付
候
。

尚
山
中
山
城
守
可
申
候
也
。

　

九
月
十
六
日
（
朱
印
）

　
　
　
　

加
藤
左
馬
助
殿　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
「
大
坂
城
天
守
閣
所
蔵
文
書
」７

）

　

（
史
料
Ｃ
）
は
信
長
が
、
美
濃
で
命
じ
た
内
容
を
全
国
規
模
に
拡
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
う
な
る
と
鷹
狩
に
お
け
る
獲
物
確
保
の
実
効
性
を
考
え
た
場
合
、
命
令
そ
の
も
の
が
荒
唐
無
稽
の

内
容
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
天
下
人
秀
吉
に
よ
る
各
大
名
へ
の
示
威
、
動
員
と
い
っ
た
側
面
を
よ
り

一
層
強
く
示
し
た
内
容
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
美
濃
高
木
氏
を
中
心
と
し
て
、
信
長
の
美
濃
支
配
に
つ
い
て
周
辺
諸
勢
力
と
の
関
り
か
ら

確
認
し
た
。
先
に
み
た
、
鷹
狩
準
備
の
指
示
か
ら
４
か
月
後
の
天
正
三
年
三
月
、
浜
松
の
徳
川
家
康

は
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
織
田
信
長
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
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（
史
料
）

　

今
度
御
兵
粮
過
分
被
仰
付
候
。
外
聞
実
義
敵
国
覚
、

　

旁
以
恐
悦
不
及
是
非
候
。
殊
諸
城
為
御
見
舞
佐
久
間
被
為
差
越
候
。

　

是
亦
過
当
至
極
候
。
此
表
様
子
具
右
衛
門
可
被
申
上
候
。

　

猶
従
是
以
使
者
可
得
御
意
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　

三
月
十
三
日　

家
康
（
花
押
）

　

岐
阜
殿
人
々
御
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
「
大
坂
城
天
守
閣
所
蔵
文
書
」
）

　

信
長
は
、
武
田
勝
頼
の
三
河
侵
攻
に
対
す
べ
く
、
徳
川
家
康
に
大
量
の
兵
粮
を
送
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
そ
れ
に
対
す
る
礼
状
に
あ
た
る
。
こ
の
後
、
信
長
は
岐
阜
を
出
立
し
、
同
年
五
月
長
篠
合
戦
と

い
う
形
で
武
田
氏
と
の
戦
い
に
お
お
よ
そ
の
決
着
を
付
け
る
こ
と
と
な
る
。
美
濃
を
攻
略
し
た
永
禄

十
年
（
１
５
６
７
）
か
ら
本
拠
地
を
安
土
に
移
す
天
正
四
年
（
１
５
７
６
）
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
の

間
、
信
長
は
岐
阜
の
地
を
本
拠
地
と
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
こ
の
時
期
を
家
康
文
書
の
宛
所

に
ち
な
み
「
岐
阜
殿
の
時
代
」
と
名
付
け
た
。
こ
の
時
代
、
家
康
が
敬
称
し
た
如
く
、
ま
さ
に
天
下

に
「
岐
阜
殿
・
織
田
信
長
」
が
轟
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
三
　
豊
臣
と
徳
川
の
間
で

　
①
秀
吉
の
台
頭

　

こ
こ
で
は
、
本
能
寺
の
変
後
、
豊
臣
秀
吉
が
台
頭
す
る
過
程
で
、
各
勢
力
か
ら
旗
幟
を
明
確
に
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
織
田
信
雄
・
徳
川
家
康
、
豊
臣
秀
吉
の
そ
れ
ぞ
れ
と
関
係
の
構
築
に
努
め
る

高
木
氏
の
姿
勢
を
考
察
す
る
。
「
東
高
木
家
文
書
」
に
次
の
高
木
彦
左
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状
が

あ
る
。

　

御
状
拝
見
申
候
、
如
仰
今
度
京
都
不
慮
之
仕
合
、
無
是
非
儀
ニ
候
、

（
中
略
）

　

一　

爰
元
隙
明
條
、
明
日
其
国
へ
相
越
候
條
、
以
面
可
申
入
候
、
御
身
上
之
儀
、
不
可
有
疎
意
候
、

　
　
　

御
子
息
何
と
や
ら
ん
承
候
、
無
御
心
元
候
、
旁
期
後
音
候
、
恐
ヽ
謹
言

　
　
　
　
　

六
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

羽
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀　

吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

高
木
彦
左
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
返
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
一
所
収
）

　

こ
の
書
状
か
ら
は
、
彦
左
衛
門
尉
貞
久
は
、
秀
吉
宛
に
書
状
を
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
に
対
す
る
秀
吉
の
返
報
と
し
て
は
、
山
崎
の
合
戦
に
つ
い
て
６
項
目
に
わ
た
り
詳
述
し
た
後
で
、

明
日
二
十
日
に
は
美
濃
に
入
る
の
で
直
接
話
す
こ
と
、
彦
左
衛
門
身
上
に
つ
い
て
「
疎
意
」
は
な
い

と
し
た
上
で
、
子
息
の
行
動
に
つ
い
て
、
「
何
と
や
ら
ん
」
と
強
い
不
快
感
を
示
し
て
い
る
。
文
書

の
や
り
取
り
で
こ
れ
以
上
秀
吉
の
憤
り
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
『
寛
政
譜
』
の
記
載
か
ら
彦

左
衛
門
尉
の
嗣
子
で
あ
る
権
左
衛
門
尉
の
こ
の
時
の
行
動
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

十
年
右
府
明
智
光
秀
が
た
め
に
弑
せ
ら
る
ヽ
に
よ
り
、
東
照
宮
光
秀
を
御
誅
伐
あ
る
べ
し
と
て
、

御
使
と
し
て
水
野
藤
助
長
勝
を
下
さ
れ
、
居
城
今
尾
を
御
旅
館
と
し
、
且
そ
の
辺
川
渡
等
の
事
を
う

け
た
ま
は
る
べ
き
む
ね
仰
せ
を
か
う
ぶ
る
。
な
お
其
地
の
事
怠
り
な
く
沙
汰
す
べ
き
旨
の
書
翰
を
贈

る
。
（
『
寛
政
譜
』
）

　

六
月
二
日
本
能
寺
の
変
の
際
、
堺
に
い
た
徳
川
家
康
は
、
四
日
岡
崎
に
戻
り
、
十
四
日
信
長
の
弔

い
合
戦
の
た
め
に
鳴
海
ま
で
出
陣
し
て
い
る
。
（
山
崎
の
合
戦
の
報
に
接
し
二
十
一
日
に
は
浜
松
に

帰
着
）

　

天
正
十
年
六
月
本
能
寺
の
変
、
山
崎
の
合
戦
と
天
下
の
行
方
が
大
き
く
動
く
中
で
、
徳
川
氏
と
気

脈
を
通
じ
つ
つ
あ
る
高
木
権
左
衛
門
尉
に
対
し
て
、
秀
吉
は
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
。
秀
吉
は
、
こ

の
書
状
に
あ
る
と
お
り
岐
阜
入
り
し８

、
二
十
七
日
に
は
、
清
須
会
議
に
臨
ん
で
い
る
。

（
史
料
６
）
高
木
権
右
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状

爰
元
隙
明
候
条
今
日
津
嶋
を
と
お
り
晩
ニ
ハ
石
た
て
、
は
や
尾
着
陣
、

そ
れ
よ
り
長
浜
帰
城
候
、
然
者
、
船
之
事
此
節
候
間
、

一
艘
も
不
残
可
被
差
寄
候
、
御
油
断
候
て
ハ
御
為
不
可
然
候
、
恐
々
謹
言

六
月
廿
八
日　
　

羽
筑　

秀
吉
（
花
押
）

高
木
権
右
衛
門
尉
殿　

御
宿
所
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こ
の
書
状
は
、
同
月
二
十
八
日
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
。
手
紙
の
出
さ
れ
た
前

日
・
六
月
二
七
日
に
は
、
信
長
没
後
の
方
針
を
取
り
決
め
た
清
須
会
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
居
城
長
浜
へ
の
帰
路
に
あ
た
り
、
今
尾
城
主
で
あ
っ
た
高
木
貞
利
に
船
の
用
意
を
求
め
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
文
言
か
ら
は
会
議
直
後
の
緊
張
感
の
中
、
秀
吉
に
よ
る
居
城
長
浜
へ
の
周
到
な
移
動

計
画
と
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
高
木
彦
左
衛
門
尉
へ
の
強
い
動
員
要
求
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
書
札
礼
と
し
て
は
、
書
止
め
文
言
、
宛
所
と
も
丁
寧
な
書
き
方
と
な
っ
て
お
り
、
過
渡
期
の

秀
吉
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

清
須
会
議
の
結
果
、
織
田
家
の
継
嗣
は
織
田
信
忠
の
子
三
法
師
（
後
の
秀
信
）
と
さ
れ
た９

。
織
田

信
孝
は
、
そ
の
後
見
と
と
も
に
美
濃
を
領
国
と
し
、
尾
張
は
織
田
信
雄
が
領
国
と
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
そ
の
た
め
、
高
木
氏
も
織
田
信
孝
か
ら
次
の
よ
う
な
安
堵
状
を
発
給
さ
れ
て
い
る
。

吾
分
領
知
方
、
名
田
共
、
五
百
四
十
弐
貫
五
百
廿
文
之
内
、
山
林
・
寺
庵
・
家
来
跡
職
、
令
扶
助
訖
、

並
天
正
九
年
ニ
為
新
知
九
拾
七
貫
文
余
、
何
も
任
当
知
行
之
旨
、
全
可
領
知
候
也
、

天
正
十
年
七
月
廿
五
日　
　
　

信
孝
（
花
押
）

　
　

高
木
彦
左
衛
門
尉
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
一
所
収
）

　

し
か
し
、
そ
の
後
織
田
信
孝
は
越
前
の
柴
田
勝
家
と
結
び
、
秀
吉
と
対
立
し
た
。
天
正
十
年
十
二

月
、
秀
吉
は
、
信
孝
が
三
法
師
を
安
土
に
移
す
こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
、
戦
端
を
開
き
岐
阜

城
を
囲
ん
だ
。
こ
の
時
高
木
氏
に
対
し
て
送
っ
た
書
状
が
あ
る
。

　

御
状
令
披
見
候
、
先
書
如
申
、
昨
日
十
六
日
、
至
大
柿
令
入
城
候
、
即
西
美
濃
衆
何
も
被
罷
出
、

被
出
人
質
、
城
々
へ
悉
此
方
人
数
入
置
、
何
様
ニ
も
三
介
殿
様
次
第
ニ
覚
悟
候
處
、
其
方
之
儀
、
唯

今
迄
延
引
之
段
、
不
能
分
別
候
、
此
方
へ
無
疎
略
候
者
、
国
限
郡
限
之
事
候
間
、
瀧
三
存
分
も
在
之

間
敷
候
間
、
事
ニ
左
右
を
よ
せ
ら
れ
候
て
、
何
か
と
被
申
候
段
、
御
た
め
不
可
然
候
、
早
々
被
相
越
、

人
質
以
下
被
出
置
尤
候
、
返
事
次
第
可
随
其
意
候
、
恐
々
謹
言

十
二
月
十
七
日　
　
　

羽
柴　

秀
吉
（
花
押
）

　
　
　

高
木
彦
左
衛
門
殿

　
　
　

高
木
権
右
衛
門
殿

　　

信
孝
と
対
立
し
た
秀
吉
は
、
織
田
信
雄
を
擁
し
、
西
美
濃
衆
に
対
し
人
質
を
差
し
出
す
よ
う
求
め

た
。
そ
の
中
で
、
高
木
氏
は
理
由
を
つ
け
て
そ
れ
を
拒
み
続
け
た
。
そ
こ
に
は
、
北
伊
勢
五
郡
を
本

拠
と
し
た
瀧
三
（
瀧
川
一
益
）
の
存
在
も
利
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
秀
吉
は
、
こ
の
問
題
は
美
濃

の
こ
と
、
伊
勢
の
瀧
川
は
関
係
な
い
と
突
っ
ぱ
ね
「
返
事
次
第
可
随
其
意
候
」
と
決
断
を
迫
っ
た
。

（
史
料
７
）
高
木
権
右
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状

今
日
巳
剋
及
一
戦
切
崩
柴
修
始
玄
蕃
其
外
一
人
も
不
漏
、
悉
討
果
候
、

則
越
州
府
中
ま
て
、
先
手
者
早
相
越
候
、
明
日
我
等
も
到
彼
国
、

相
越
候
間
、
追
而
可
申
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　

卯
月
廿
一
日
羽
筑　

秀
吉
（
花
押
）

　
　
　
　
　

（
貞
利
）

　

高
木
権
右
衛
門
尉
殿　

御
返
報

　　

信
孝
は
、
秀
吉
に
対
し
て
一
旦
降
伏
す
る
も
、
翌
十
一
年
二
月
、
柴
田
勝
家
と
連
携
し
、
再
度
挙

兵
し
た
。
本
書
状
は
、
天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
）
に
秀
吉
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
日
付
は

ま
さ
に
賤
ヶ
岳
合
戦
当
日
で
あ
り
、
秀
吉
軍
か
ら
み
た
戦
況
が
誇
張
を
含
め
力
強
く
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
現
在
ま
で
、
確
認
さ
れ
る
合
戦
当
日
の
書
状
は
こ
の
一
通
の
み
で
あ
る
。
高
木
氏
に
と
っ
て
信

長
の
後
継
者
の
地
位
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
秀
吉
へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

（
史
料
８
）
高
木
権
右
衛
門
尉
宛
羽
柴
秀
吉
書
状

御
状
幷
生
鶴
一
贈
賜
候
、
此
頃
者
稀
成
儀
候
処
ニ
、
御
志
別
而
祝
着
之
、
至
候
、

随
而
北
国
表
之
儀
、
属
平
均
、
一
昨
日
至
長
浜
打
入
候
、
猶
、
期
来
信
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　

五
月
七
日　

羽
筑　

秀
吉
（
花
押
）

　
　

高
木
権
右
衛
門
尉
殿　

御
返
報
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本
書
状
は
、
天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
）
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
。
前
月
二
十
四

日
に
は
越
前
北
ノ
庄
に
て
柴
田
勝
家
、
五
月
二
日
（
一
説
に
は
四
月
二
十
九
日
）
に
は
尾
張
野
間
に

て
織
田
信
孝
が
自
害
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
戦
勝
の
祝
い
と
し
て
高
木
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
生

き
た
鶴
に
対
し
て
の
礼
状
で
あ
る
。
鷹
狩
な
ど
で
捕
獲
し
た
鶴
は
、
武
家
社
会
で
は
進
物
と
し
て
利

用
さ
れ
た
が
、
当
時
と
し
て
も
生
き
た
鶴
は
珍
し
い
も
の
で
あ
り
、
高
木
氏
と
し
て
も
秀
吉
に
対
し

て
誠
意
を
見
せ
る
に
相
応
し
い
進
物
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
織
田
信
孝
没
落
後
、
美
濃
の
中
心
勢
力
は
、
大
坂
城
を
秀
吉
に
譲
り
大
垣
城
に
入
っ
た

池
田
恒
興
、
岐
阜
城
に
入
っ
た
池
田
元
助
の
父
子
と
な
る
。
こ
の
時
か
ら
、
今
尾
城
主
と
し
て
の
高

木
氏
の
姿
は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
恒
興
の
家
臣
森
寺
清
右
衛
門
（
『
吉
村
文
書
』
、
『
伊

木
文
書
』
、
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
４
所
収
）
、
戸
倉
四
郎
兵
衛
（
『
美
濃
明
細
記
』
）

が
相
次
い
で
城
主
と
な
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
高
木
氏
は
、
織
田
信
雄
か
ら
一
族
四
名
連
名
で
判
物
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

猶
以
、
四
人
高
頭
之
儀
、
以
来
忠
節
次
第
分
に
て
、
可
申
付
候
也
、

本
知
分
並
駒
野
、
以
手
寄
引
合
、
壱
萬
貫
文
宛
行
之
訖
、
得
其
意
軍
忠
専
一
也
、

　
　

天
正
壱
拾
弐
五
月
廿
一
日　
　
　
　
　

信
雄
（
花
押
）

　
　
　
　
　

高
木
権
右
衛
門
尉
（
貞
利
）
と
の
へ

　
　
　
　
　

高
木
彦
太
郎　
　

（
貞
俊
）
と
の
へ

　
　
　
　
　

高
木
勝
兵
衛　
　

（
貞
秀
）
と
の
へ

　
　
　
　
　

高
木
彦
助　
　
　

（
貞
友
）
と
の
へ

　　
　
②
小
牧
長
久
手
の
戦
い

　

小
牧
長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
織
田
信
雄
は
、
一
万
貫
文
と
い
う
厚
遇
を
示
し
高
木
一
族
の
加

勢
を
求
め
た
。
こ
の
戦
い
で
美
濃
の
中
心
勢
力
で
あ
る
池
田
恒
興
、
元
助
を
敗
死
さ
せ
た
徳
川
・
織

田
軍
で
あ
っ
た
が
戦
後
、
岐
阜
城
主
は
元
助
の
弟
輝
政
と
さ
れ
、
美
濃
を
め
ぐ
る
勢
力
関
係
が
変
わ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
判
物
は
反
故
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
高

木
氏
が
表
れ
る
の
は
蟹
江
城
合
戦
に
関
わ
る
次
の
史
料
に
お
い
て
で
あ
る

（
史
料
９
）
高
木
権
右
衛
門
尉
同
名
衆
中
宛
徳
川
家
康
書
状

書
状
披
見
、
仍
敵
之
様
子
注
進
得
其
意
候
、

此
表
蟹
江
之
儀
、
今
明
之
内
、
可
令
落
城
候
、

可
御
心
安
候
、
尚
期
後
音
候　

恐
々
謹
言

六
月
廿
二
日　

家
康
（
花
押
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
貞
利
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
権
右
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
名
衆
中

　

本
書
状
は
、
天
正
十
二
年
（
１
５
８
５
）
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
。
小
牧
長
久
手

の
合
戦
直
後
に
行
わ
れ
た
蟹
江
城
合
戦
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
小
牧
長
久
手
の
合
戦
で
徳
川
家

康
・
織
田
信
雄
連
合
軍
に
大
敗
を
喫
し
た
羽
柴
秀
吉
が
雪
辱
を
期
し
て
臨
ん
だ
戦
い
で
あ
り
、
尾
張

に
お
け
る
制
海
権
を
確
保
し
、
織
田
信
雄
と
家
康
の
間
を
分
断
さ
せ
る
た
め
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
六

月
十
六
日
羽
柴
勢
は
滝
川
一
益
を
主
将
に
九
鬼
水
軍
を
伴
い
、
織
田
信
雄
配
下
で
あ
っ
た
城
代
前
田

長
定
の
内
応
に
よ
り
蟹
江
城
入
城
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
蟹
江
城
と
連
携
関
係
に
あ
っ
た
大
野
城

主
山
口
重
政
が
助
力
を
拒
ん
だ
こ
と
や
、
徳
川
・
織
田
連
合
軍
の
反
撃
に
よ
り
蟹
江
城
は
わ
ず
か
６

日
で
落
城
し
た
。
こ
れ
以
後
、
秀
吉
は
武
力
を
も
っ
て
家
康
を
屈
服
さ
せ
る
こ
と
を
断
念
し
て
お
り
、

文
書
が
出
さ
れ
た
六
月
二
十
二
日
は
、
徳
川
方
の
総
攻
撃
に
よ
り
蟹
江
城
が
落
城
す
る
ま
さ
に
そ
の

時
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
戦
い
で
、
高
木
氏
は
徳
川
・
織
田
軍
に
与
し
細
か
く
情
報
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
次
の
資
料
か
ら
は
、
伊
勢
桑
名
郡
に
お
い
て
、
織
田
信
雄
か
ら
領
知
宛
行
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

以
桑
名
郡
之
内
七
百
八
拾
四
貫
四
百
文
余
宛
行
畢

10
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目
録
別
紙
在
之
、
全
可
領
知
之
状
、
如
件

天
正
拾
四
年

　

七
月
廿
三
日　

信
雄
（
黒
印
）

　

ま
た
、
右
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
別
紙
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

目
録　
　

北
伊
勢
桑
名
郡
内

百
五
拾
弐
貫
九
百
五
拾
三
文　

由
比
郷

八
十
八
貫
六
百
八
十
三
文　
　

多
度
郷

三
百
卅
四
貫
七
百
拾
四
文　
　

戸
津
郷

百
弐
拾
七
貫
七
百
九
拾
壱
文　

下
ひ
ぢ
え
郷

八
拾
貫
弐
百
六
拾
弐
文　
　
　

上
ひ
ぢ
え
郷

　
　

都
合
七
百
八
拾
四
貫
四
百
参
文

天
正
拾
四
年
七
月
廿
三
日
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
権
右
衛
門
と
の
へ

　

本
書
状
は
、
天
正
十
四
年
（
１
５
８
６
）
に
織
田
信
雄
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
。
天
正
十
二

年
（
１
５
８
４
）
の
小
牧
長
久
手
の
合
戦
に
お
い
て
、
高
木
氏
は
伊
勢
長
島
を
拠
点
と
し
た
織
田

信
雄
（
つ
ま
り
徳
川
家
康
方
）
に
味
方
し
た
こ
と
か
ら
、
美
濃
に
近
い
桑
名
郡
北
部
の
地
か
ら

七
百
八
十
四
貫
文
余
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
美
濃
に
お
け
る
新
た
な
領

知
宛
行
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
、
清
須
会
議
以
来
秀
吉
と
も
親
密
な
関
係
に
あ
る

池
田
氏
が
美
濃
の
中
心
勢
力
と
し
て
存
し
て
お
り
、
敵
対
勢
力
で
あ
っ
た
高
木
氏
に
対
し
て
、
新
た

な
領
知
宛
行
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。　

　
③
関
東
流
転
　
─
加
藤
光
泰
・
そ
し
て
徳
川
家
康
傘
下
へ
─

　

こ
の
後
の
高
木
氏
は
、
織
田
信
雄
の
没
落
と
と
も
に
一
族
で
美
濃
の
地
を
離
れ
、
美
濃
多
芸
郡
橋

爪
出
身
で
大
垣
城
主
も
歴
任
し
旧
知
の
間
と
考
え
ら
れ
る
甲
斐
の
加
藤
光
泰
に
仕
え
た
。

　

加
藤
光
泰
高
木
党
領
知
目
録

　
　

高
木
党
領
知
之
事

　

弐
千
五
百
俵　
　
　
　
　

高
木
彦
六

　
　
　

此
内
に
て
、

　
　
　

五
百
五
拾
六
表　
　

彦
左
衛
門
隠
居
分
ニ
遣
、

　
　

千
九
百
四
拾
四
表　
　

高
木
勝
兵
衛

　
　

千
九
百
四
拾
四
表　
　

高
木
次
郎
兵
衛

　
　

千
九
百
四
拾
四
表　
　

高
木
藤
兵
衛

　

合
八
千
参
百
卅
弐
表

　

天
正
十
九　

十
一
月
十
二
日　
　
　

（
加
藤
光
泰　

黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
、
『
上
石
津
町
史
』
所
収
）

　

こ
の
史
料
か
ら
も
、
加
藤
光
泰
は
、
高
木
党
と
し
て
そ
の
一
族
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

貞
友
（
藤
兵
衛
・
の
ち
東
家
初
代
）
は
文
禄
の
役
に
も
従
い
戦
果
を
あ
げ
た
（
『
寛
政
譜
』
）

が
、
文
禄
二
年
（
１
５
９
３
）
八
月
文
禄
の
役
か
ら
の
撤
兵
途
中
、
光
泰
が
西
平
浦
で
病
死
し

た
。
そ
の
た
め
同
四
年
（
１
５
９
５
）
高
木
貞
利
が
家
康
に
仕
え
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
慶
長
二
年

（
１
５
９
７
）
ま
で
に
一
族
は
揃
っ
て
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
石
高
・
封
地
等
は
次

の
（
史
料
Ｃ
・
Ｄ
）
の
通
り
。

（
史
料
Ｃ
）

　
　

渡
申
御
知
行
書
立
事

　

一　

弐
百
壱
石
七
斗
九
升
八
合　
　

し
や
う
し
谷
之
郷

　

一　

五
拾
四
石
五
斗
八
升
九
合　
　

さ
う
き
う
の
郷

　
　
　

（
中
略
）

　

一　

七
拾
六
石
八
斗
弐
升
三
合　
　

ミ
ノ
ハ
の
郷
之
内
佐
木
村
之
内

　
　
　
　

合
千
石

　

右
、
如
此
、
為
御
知
行
渡
置
之
間
、
可
有
御
所
務
候
、
仍
如
件

　
　
　

文
禄
四
年
未
ノ
八
月
朔
日　
　
　
　

彦
坂
小
刑
部
（
元
正
）
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大
久
保
十
兵
衛
（
長
安
）　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
奈
熊
蔵　

（
忠
次
）　
　

（
花
押
）

　
　
　

高
木
権
右
衛
門
尉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
『
上
石
津
町
史
』
所
収
）

（
史
料
Ｄ
）

　

（
包
紙
ウ
ハ
書
）

　

「
慶
長
三
戌
年
、
三
屋
敷
先
祖
四
人
知
行
方
渡
り
候
節
之
書
付
壱
通
」

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　

一　

五
百
石　
　

高
木
庄
兵
衛　

（
貞
秀
）

　

一　

五
百
石　
　

高
木
次
郎
兵
衛
（
貞
俊
）

　

一　

五
百
石　
　

高
木
藤
兵
衛　

（
貞
友
）

　

一　

五
百
石　
　

高
木
彦
六
（
貞
盛
）

　

右
分
、
御
知
行
方
、
御
前
に
て
御
落
着
之
間
、
其
御
心
得
可
被
成
候
、
以
上

　　

（
慶
長
三
年
）
戌
二
月
七
日　
　
　
　
　
　

伊
熊　

（
伊
奈
忠
次
）　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
十
兵
（
大
久
保
長
安
）
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
七
左
（
長
谷
川
長
蔵
）
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
小
刑
（
彦
坂
元
正
）　

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
筑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
『
上
石
津
町
史
』
所
収
）

　　

徳
川
氏
に
仕
え
た
高
木
一
族
の
石
高
な
ら
び
に
給
地
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

文
禄
４
年

貞
利
権
右
衛
門　

  

西
家
初
代　

１
０
０
０
石
（
上
総
天
羽
・
周
准
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

慶
長
２
年　
　
　
　
　
　
　

 

同
３
年

貞
盛
平
兵
衛　
　

 

西
家
２
代　

３
０
０
石
（
上
総
望
陀
郡
）
５
０
０
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

慶
長
２
年　
　
　
　
　
　
　

 

同
３
年

貞
俊
彦
左
衛
門
尉　

北
家
初
代　

６
０
余
石
（
上
総
望
陀
郡
）
５
０
０
石
（
武
蔵
荏
原
郡
・
相
模
鎌
倉
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

慶
長
２
年　
　
　
　
　
　
　

 

同
３
年

貞
友
藤
兵
衛　
　

 

東
家
初
代　

６
０
余
石
（
上
総
望
陀
郡
）
５
０
０
石
（
武
蔵
荏
原
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
寛
政
譜
』
並
び
に
（
史
料
Ｃ
）
・
（
史
料
Ｄ
）
か
ら
作
成
）

 　

高
木
一
族
は
、
家
康
の
家
来
と
し
て
関
ヶ
原
の
合
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
関
ヶ
原
合
戦
に
お

い
て
は
、
小
山
評
定
直
後
、
尾
張
・
美
濃
の
「
按
内
者
」
と
し
て
、
本
多
・
井
伊
の
徳
川
軍
先
鋒
に

付
け
ら
れ
、
故
地
駒
野
を
拠
点
と
し
て
、
多
芸
口
の
焼
払
や
駒
野
城
の
摂
取
に
活
躍
し
た
。
戦
後
軍

功
に
よ
り
美
濃
石
津
郡
時
、
多
良
郷
の
う
ち
貞
利
（
貞
久
の
次
男
・
西
家
）
が
二
千
三
百
石
、
貞
友

（
貞
久
の
五
男
・
東
家
）
、
貞
俊
（
貞
久
養
子
（
長
男
貞
家
の
子
）
・
北
家
）
が
各
々
千
石
を
拝
領

し
、
都
合
四
千
三
百
石
の
石
高
を
も
ち
個
別
に
領
主
権
を
形
成
し
た
。
加
増
高
は
、
西
家
が
八
百
石
、

東
・
北
家
が
各
々
五
百
石
で
あ
っ
た
。

　
④
も
う
一
つ
の
高
木
氏
　
　
―
　
関
ヶ
原
合
戦
と
美
濃
　
―

　

関
ヶ
原
合
戦
に
先
立
ち
、
美
濃
の
地
は
東
西
両
軍
が
激
突
す
る
戦
場
と
化
し
た
。
著
名
な
も
の
と

し
て
は
東
軍
先
鋒
隊
池
田
輝
政
ら
と
織
田
秀
信
軍
と
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
米
野
の
戦
い
や
岐
阜

城
の
戦
い
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
西
南
濃
各
地
で
激
し
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

（
文
末
図
参
照
）
。
そ
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
高
木
を
称
す
る
一
族
が
、
西
軍
と
し

て
戦
い
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
高
須
城
は
、
高
木
盛
兼
（
十
郎
左
衛
門
）
津
屋
城

は
高
木
正
家
（
八
郎
左
衛
門
）
が
西
軍
と
し
て
参
戦
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
主
題
と
し
た
高
木
氏
が
、
織
田
信
雄
の
没
落
と
軌
を
一
に
し
て
美
濃
を
退
転
し
、
甲
斐
の

加
藤
氏
を
経
て
徳
川
氏
の
傘
下
に
入
り
、
関
東
で
給
地
を
得
る
一
方
、
故
地
の
美
濃
に
は
高
木
を
称

す
る
一
族
が
そ
の
跡
を
治
め
て
い
た
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
で
は
な
い
が
、
高
木
氏
と
同
名

の
一
族
の
中
で
豊
臣
政
権
と
の
親
疎
に
よ
り
立
場
が
違
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、

両
高
木
氏
は
、
関
ヶ
原
合
戦
を
巡
っ
て
、
東
西
両
軍
に
分
か
れ
戦
う
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー

ス
と
し
て
は
、
信
州
真
田
氏
の
例
が
著
名
で
あ
る
が
、
地
域
の
類
例
と
し
て
は
福
束
城
主
丸
毛
氏
が

12

13

11
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挙
げ
ら
れ
る
。

　

丸
毛
長
照
は
西
濃
の
国
人
領
主
と
し
て
斎
藤
氏
に
仕
え
た
が
、
織
田
信
長
の
美
濃
侵
攻
と
と
も
に

そ
の
旗
下
に
入
っ
た
。
そ
の
後
豊
臣
政
権
下
に
お
い
て
、
子
の
丸
毛
兼
利
が
、
福
束
城
主
（
二
万

石
）
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
天
正
年
間
豊
臣
氏
が
全
国
統
一
を
目
指
す
過
程
で
、
弟
利
勝
・
そ
の
子

利
久
は
、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
。
利
勝
は
家
康
の
関
東
移
封
に
従
い
御
幕
奉
行
を
務
め
た
後
に
致
仕

し
、
御
廩
米
二
〇
〇
俵
を
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
子
利
久
は
、
天
正
一
六
年
段
階
で
家
康
傘
下
に
入

り
、
知
行
四
〇
〇
石
（
相
模
高
座
郡
・
武
蔵
榛
澤
郡
）
、
後
に
秀
忠
養
女
（
池
田
輝
政
女
）
が
伊
達

忠
宗
に
嫁
す
に
あ
た
り
別
に
千
石
を
与
え
ら
れ
（
旧
知
四
〇
〇
石
は
息
利
政
が
相
続
）
附
属
さ
れ
て

い
る
。
豊
臣
政
権
末
期
の
混
乱
の
中
で
の
分
流
で
は
な
い
が
、
高
木
氏
共
々
一
族
を
存
続
し
得
た
と

い
う
点
で
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

　

関
ヶ
原
合
戦
に
お
い
て
、
美
濃
の
諸
将
は
否
応
な
く
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。

美
濃
の
地
は
、
東
西
の
両
勢
力
が
激
突
す
る
難
し
い
場
所
で
あ
っ
た
が
、
高
木
氏
・
丸
毛
氏
が
お
か

れ
た
状
況
を
確
認
す
る
と
、
何
れ
も
木
曽
三
川
、
と
り
わ
け
長
良
川
・
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
デ
ル
タ

地
帯
を
拠
点
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
Ｐ
12
地
図
）
。

　

東
西
両
軍
の
動
き
を
確
認
す
る
と
、
八
月
十
四
日
池
田
輝
政
・
福
島
正
則
ら
の
東
軍
の
先
鋒
隊
は
、

清
洲
に
集
結
、
二
十
二
日
木
曽
川
の
渡
河
戦
を
経
て
、
米
野
の
戦
い
・
竹
ヶ
鼻
城
の
戦
い
、
二
十
三

日
岐
阜
城
合
戦
と
美
濃
方
面
で
の
諸
戦
に
勝
利
を
収
め
た
。
一
方
西
軍
の
主
力
毛
利
秀
元
ら
は
、
近

江
か
ら
伊
勢
に
侵
攻
し
、
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
で
安
濃
津
城
を
攻
略
後
、
西
南
濃
か
ら
美
濃

を
北
上
し
、
九
月
十
日
頃
に
は
南
宮
山
に
集
結
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
西
両
軍
が
激
突
す
る
最
前
線
に
身
を
置
く
美
濃
の
小
勢
力
の
う
ち
、
東
軍
に
与

し
た
諸
勢
力
（
徳
永
・
市
橋
）
や
、
一
旦
は
西
軍
に
与
し
た
も
の
の
早
い
段
階
で
徳
川
氏
に
通
じ
た

一
族
（
加
藤
・
竹
中
）
が
、
結
果
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
小
の
大
名
や
旗
本
と
し
て
家
を
存
続
し
得

た
の
で
あ
っ
た
。

結
語

　

そ
れ
で
は
、
織
豊
期
に
お
け
る
西
美
濃
・
高
木
氏
の
姿
勢
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
に
、
織
田
信
長
の
美
濃
攻
略
以
降
、
織
田
家
と
深
い
関
係
を
保
っ
た
。
そ
の
関
り
は
、
本
能
寺

の
変
後
も
続
き
、
美
濃
を
治
め
た
織
田
信
孝
に
従
い
、
そ
の
没
落
後
は
、
美
濃
に
直
接
支
配
権
の
な

い
織
田
信
雄
と
の
関
り
を
深
め
た
。

第
二
に
、
小
牧
長
久
手
の
合
戦
に
お
い
て
は
、
織
田
信
雄
に
与
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
尾
城
の
支
配

等
美
濃
に
お
け
る
勢
力
の
多
く
を
失
っ
た
が
、
信
雄
の
被
護
下
、
北
伊
勢
の
地
で
所
領
を
得
た
。

第
三
に
、
秀
吉
の
勢
力
拡
大
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
距
離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
秀
吉
が
、

こ
の
こ
と
は
、
幕
府
の
編
纂
物
で
あ
る
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
次
史
料
と
し
て

の
「
高
木
家
文
書
」
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
に
、
徳
川
家
康
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
能
寺
の
変
前
後
と
い
っ
た
割
と
早
い
段
階
か
ら
築

い
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
関
り
が
、
秀
吉
の
不
興
を
買
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
関
係
は
、

織
田
信
雄
の
傘
下
に
入
り
、
小
牧
長
久
手
の
合
戦
を
戦
っ
た
こ
と
を
通
じ
て
よ
り
深
ま
っ
た
。
加
藤

光
泰
の
死
後
、
徳
川
氏
の
傘
下
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
こ
う
し
た
関
り
が
生
か
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

第
五
に
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
何
れ
も
が
高
木
氏
を
自
ら
の
陣
営
に
組
み
込
む
べ
く
働
き
か
け
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
木
氏
が
支
配
し
た
揖
斐
川
下
流
の
デ
ル
タ
地
帯
が
、
肥
沃
な
土
地
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
交
通
（
戦
略
）
上
の
要
地
で
あ
る
こ
と
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
封
地
を
替
え

た
も
の
の
江
戸
時
代
高
木
氏
が
果
た
し
た
「
交
代
寄
合
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
、
こ
う
し
た
歴
史

の
上
に
成
り
立
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

第
六
に
、
関
ヶ
原
合
戦
に
臨
み
美
濃
の
諸
将
は
、
厳
し
い
対
応
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
高
木

氏
は
徳
川
氏
と
の
関
り
を
深
め
る
こ
と
で
故
地
美
濃
に
返
り
咲
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
高
木

氏
・
丸
毛
氏
な
ど
は
結
果
と
し
て
旗
幟
を
二
つ
に
分
け
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
理
由
と
し
て
は
、

豊
臣
政
権
と
の
親
疎
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

１
「
高
木
家
文
書
」
（
個
人
蔵
・
歴
史
資
料
館
寄
託
）
に
つ
い
て
は
、
寶
月
圭
吾
他
編

（
一
九
六
四
）
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
４
、
丸
山
幸
太
郎
（
二
〇
〇
六
）
『
織
田
信

長
と
岐
阜
』
（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
発
行
）
、
山
田
昭
彦
（
二
〇
一
五
）
『
天
下
人
の
時
代
』

図
録
（
岐
阜
県
博
物
館
発
行
）
が
あ
る
。
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織豊期・西美濃高木氏の動向

２　

三
輪
豊
編
（
一
九
七
五
）
「
高
木
系
譜
」
（
『
上
石
津
町
史
史
料
編
』
所
収
）

３　

高
木
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
日
置
弥
三
郎
編
（
一
九
六
八
）
『
岐
阜
県
史
通
史
編
近
世
上
』
、

秋
山
晶
則
「
交
代
寄
合
美
濃
高
木
家
の
歴
史
的
位
置
」
（
二
〇
一
四
）
『
大
垣
市
埋
蔵
文
化
財

報
告
書
第
23
集　

岐
阜
県
史
跡　

旗
本
西
高
木
家
陣
屋
跡　

測
量
調
査
・
発
掘
調
査
報
告
書
』

所
収

４　

斎
藤
高
政
義
龍
安
堵
状
（
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
中
世
４
、
一
九
六
九
）

５ 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
高
木
貞
久
の
子
貞
利
は
、
天
正
三
年
五
月
「
長
篠
の
役
に

右
府
に
し
た
が
ひ
、
氏
家
常
陸
介
入
道
卜
全
が
組
に
属
し
て
高
名
あ
り
し
か
ば
、
右
府
そ
の
軍

功
を
賞
せ
ら
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
同
書
編
纂
過
程
で
、
江
戸
時
代
の
記
述
に
つ
い
て
は
、

記
載
内
容
を
他
家
へ
照
会
す
る
な
ど
正
確
さ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
よ
り
前
の
記
述
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
譜
に
頼
っ
た
（
平
野
仁
也
二
〇
一
五
「
『
寛
政
重
修
家
譜
』
の
呈

譜
と
幕
府
の
編
纂
姿
勢
」
『
日
本
歴
史
』
８
０
３
号
）
と
考
え
ら
れ
、
個
別
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

６　

福
田
千
鶴
（
二
〇
〇
五
）
『
江
戸
時
代
の
武
家
社
会: 

公
儀
・
鷹
場
・
史
料
論
』

７　

跡
部
信
編
（
二
〇
一
四
）
『
乱
世
か
ら
の
手
紙　

─
大
阪
城
天
守
閣
収
蔵
古
文
書
選
─
』
図
録

（
大
阪
城
天
守
閣
発
行
）

８　

天
正
十
年
六
月
、
秀
吉
は
十
八
日
近
江
在
陣
（
『
多
門
院
日
記
』
。
二
十
三
日
こ
ろ
美
濃

在
（
同
日
付
美
濃
立
政
寺
宛
秀
吉
禁
制
「
立
政
寺
文
書
」
）
と
さ
れ
る
。
（
藤
井
譲
治
編

（
二
〇
一
一
）
『
織
豊
期
主
要
人
物
居
所
集
成
』
）

９　

尾
下
成
敏
（
二
〇
〇
六
）
「
清
須
会
議
後
の
政
治
過
程
」
（
『
愛
知
県
史
研
究
』
10
」
所
収
）

　
　

中
野　

等
（
二
〇
一
四
）
「
豊
臣
政
権
論
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
10
近
世
１
』
）

10　

こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
家
康
が
軍
事
的
に
協
力
を
得
る
べ
き
高
木
氏
に
宛
て
た
文
書
と
し
て

は
、
宛
所
の
位
置
が
特
段
低
い
た
め
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

11　

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

12　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
（
二
〇
〇
二
）
『
岐
阜
県
中
世
城
館
跡
総
合
調
査
報
告
書　

第
１
集
（
西

濃
地
区
・
本
巣
郡
）
』

13　

そ
の
他
、
関
ヶ
原
合
戦
に
と
も
な
い
、
一
族
が
二
分
さ
れ
た
美
濃
国
内
の
例
と
し
て
は
、
加
茂

郡
内
で
の
遠
藤
氏
の
動
き
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（　

西
軍　

遠
藤
胤
直
・
犬
地
城
、
／　

東
軍　

遠
藤
慶
隆
・
小
原
城　

／
出
典
『
美
濃
明
細
記
』
）
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美濃（三野）国の郡（評）の初見について

美
濃
（
三
野
）
国
の
郡
（
評
）
の
初
見
に
つ
い
て

The First A
ppearances of the counties of M

ino Province

近
藤
大
典
１

１

岐
阜
県
博
物
館

要
旨

　

美
濃
国
が
所
管
す
る
郡
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
刊
行
の
『
岐
阜
県
史　

通
史
編

　

古
代
』
（
野
村
ほ
か
，1971

）
に
お
い
て
初
見
史
料
が
整
理
さ
れ
、
建
郡
時
期
の
明
ら
か
な
石

津
・
池
田
・
席
田
・
群
上
の
四
郡
を
除
く
、
多
芸
以
下
の
十
四
郡
に
つ
い
て
「
八
世
紀
初
頭
の
段
階

で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
す
べ
て
の
郡
が
存
立
し
た
と
断
言
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
ほ、
、
、
、

と
ん
ど
が

成
立
し
て
い
た
と
み
て
、
誤
り
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
『
岐
阜
県
史
』
刊

行
後
、
木
簡
の
出
土
数
が
増
加
し
、
と
く
に
七
世
紀
後
半
の
評
制
下
の
状
況
を
よ
り
詳
し
く
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
、
そ
の
木
簡
を
加
え
、
あ
ら
た
め
て
美
濃
国
所
管
の
郡

（
評
）
の
初
見
史
料
を
整
理
し
、
不
破
・
大
野
・
厚
見
・
各
務
・
山
県
・
武
義
・
賀
茂
・
可
児
の
八

評
が
、
『
岐
阜
県
史
』
時
点
よ
り
初
見
が
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

は
じ
め
に

　

『
岐
阜
県
史　

通
史
編　

古
代
』
（
以
下
、
『
県
史
』
と
略
称
す
る
。
）
は
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
三
月
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
以
上
経
つ
が
、
現
在
で
も
県
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

う
え
で
の
基
礎
文
献
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
美
濃
国
の
郡
（
評
）
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
章

　

律
令
体
制
の
完
成
と
上
昇
、
第
三
節　

濃
飛
両
国
の
諸
郡
と
郡
司
、
一　

濃
飛
両
国
の
諸
郡
」

（
野
村
ほ
か1971

）
に
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
美
濃
国
所
管
の
郡
、
『
延
喜
式
』
で
は
多
芸

以
下
十
八
郡
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
奈
良
時
代
以
降
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
四
郡
を
除
く

十
四
郡
に
つ
い
て
、
古
文
書
・
古
文
献
を
中
心
に
当
時
最
新
の
史
料
で
あ
っ
た
木
簡
も
ま
じ
え
、
初

見
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
宝
令
制
下
に
お
け
る
郡
の
前
身
で
あ
る
七
世
紀
後
半
の
評
段

階
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
「
八
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
す
べ
て
の
郡
が
存
立
し
た
と

断
言
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
ほ、
、
、
、

と
ん
ど
が
成
立
し
て
い
た
と
み
て
、
誤
り
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
結
論
に
つ
い
て
変
更
は
な
い
が
、
『
県
史
』
刊
行
後
、
七
世
紀
後
半
の
評
制
下
の
木
簡
が
、

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
の
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
や
石
神
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
飛
鳥
・
藤
原
地
域
に

お
い
て
相
次
い
で
出
土
し
、
当
時
に
比
べ
関
係
史
料
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
例
え
ば
奈
良
文
化
財
研

究
所
に
よ
っ
て
、
評
制
下
の
荷
札
木
簡
が
集
成
さ
れ
る
（
奈
文
研
，2006

）
な
ど
、
質
・
量
と
も

に
増
加
し
た
木
簡
を
利
用
し
、
も
と
も
と
史
料
の
少
な
い
地
方
の
古
代
史
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
、
評
制
下
の
木
簡
を
も
と
に
、
律
令
国
家
形
成
期
に
お
け

る
地
方
制
度
の
理
解
に
つ
い
て
も
研
究
が
深
め
ら
れ
て
い
る
（
市
，2010

）
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら

の
成
果
に
基
づ
き
、
現
時
点
（
平
成
二
九
年
〔2017

〕
一
月
）
に
お
け
る
美
濃
国
の
郡
（
評
）
の

初
見
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
い
と
思
う
。

　

な
お
、
国
・
郡
（
評
）
の
地
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
評
制
下
と
奈
良
時
代
以
降
、
『
延
喜
式
』
と

は
相
違
す
る
場
合
が
あ
る
。
美
濃
の
国
名
表
記
は
、
評
制
下
を
中
心
と
し
た
「
三
野
」
以
降
、
「
御

野
」
→
「
美
濃
」
と
変
遷
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
原
則
と

し
て
「
美
濃
」
で
記
述
し
、
史
料
引
用
の
際
は
そ
の
表
記
に
し
た
が
う
。
ま
た
、
郡
（
評
）
名
に
つ

い
て
も
、
『
延
喜
式
』
の
表
記
は
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
の
好
字
令
以
降
に
整
え
ら
れ
た
も
の
も

含
む
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
、
と
く
に
評
制
下
と
は
相
違
す
る
例
が
多
く
、
郡
に
よ
っ
て
は
複
数

の
表
記
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
も
本
稿
で
は
、
原
則
と
し
て
『
延
喜
式
』
の
表
記

で
記
述
し
、
史
料
引
用
の
際
は
そ
の
表
記
に
従
う
。

　
一
　
美
濃
国
所
管
の
郡

　

美
濃
国
所
管
の
郡
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
式
』
民
部
上
諸
国
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

美
濃
国
上
管　

多
芸　

石
津　

不
破　

安
八　

池
田　

大
野　

本
巣　

席
田　

方
県

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
見　

各
務　

山
県　

武
義　

群
上　

賀
茂　

可
児　

土
岐　

恵
奈

　

多
芸
以
下
十
八
郡
あ
り
、
こ
れ
は
『
和
名
類
聚
抄
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
石
津
・
池

田
・
席
田
・
群
上
に
つ
い
て
は
建
郡
が
奈
良
時
代
以
降
で
あ
る
。
以
下
、
建
郡
の
順
に
み
て
い
く
。

　

席
田
郡
は
、
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
に
本
巣
郡
を
割
い
て
建
て
ら
れ
た
（
『
続
日
本
紀
』
〔
以
下
、

岐阜県博物館調査研究報告　第37号　(13)-(18)ページ，2017年３月
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（14）

近藤　大典

『
続
紀
』
と
略
称
す
る
。
〕
霊
亀
元
年
七
月
丙
午
条
）
。

　

池
田
郡
は
、
『
県
史
』
で
は
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
）
七
月
癸
酉
条
を
初
見
と
し
、

そ
の
建
郡
時
期
を
「
九
世
紀
半、
、
、
、
、

ば
前
ご
ろ
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
条
里
遺
構
の
検
討

か
ら
す
る
と
、
八
世
紀
初
め
の
和
銅
・
養
老
ご
ろ
と
み
る
推
測
も
可
能
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
承
和
四
年
割
安
八
郡
池
田
郡
」
（
名
古
屋

市
博
物
館
、1992
）
と
す
る
記
述
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
建
郡
が
承
和
四
年
（
八
三
七
）
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

石
津
郡
、
群
上
郡
に
つ
い
て
は
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
に
そ
れ
ぞ
れ
多
芸
郡
、
武
義
郡
を
割
い

て
建
て
ら
れ
て
い
る
（
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
二
年
閏
四
月
丁
酉
条
）
。

　

こ
れ
ら
席
田
・
池
田
・
石
津
・
群
上
の
四
郡
を
除
き
、
大
宝
令
施
行
時
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前

に
立
郡
（
評
）
が
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
十
四
郡
で
、
そ
の
時
期
以
前
に
廃
止
さ
れ
た
未

知
の
郡
（
評
）
の
存
在
も
考
慮
す
る
と
十
四
郡
＋
α
と
な
る
。

　
二
　
各
郡
（
評
）
の
初
見

　

十
四
郡
各
個
に
あ
ら
た
め
て
初
見
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
①
多
芸

　

『
県
史
』
で
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
十
月
二
十
五
日
付
の
「
弘
福
寺
田
畠
流
記
帳
」
を
初
見
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
県
史
』
が
落
と
し
た
の
か
、
新
史
料
で
は
な
い
が
『
続
紀
』
大
宝
二
年

（
七
〇
二
）
三
月
庚
寅
条
に
「
美
濃
国
多
伎
郡
」
と
み
え
る
の
で
、
こ
ち
ら
が
初
見
で
あ
り
、
こ
の

箇
所
の
『
県
史
』
は
修
正
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
②
不
破

　

『
県
史
』
で
は
『
続
紀
』
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
十
一
月
庚
辰
条
を
確
実
な
初
見
と
す
る
が
、
次

の
乙
酉
年
（
六
八
五
）
の
年
紀
が
あ
る
木
簡
が
発
見
さ
れ
、
天
武
朝
に
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　

・
乙
酉
年
九
月
三
野
国
不

　
　

・
評
新
野
見
里
人
止
支
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

170･25･3　

011　

檜
・
板
目

　

な
お
、
『
日
本
書
紀
』
（
以
下
、
『
書
紀
』
と
略
称
す
る
。
）
天
武
天
皇
元
年
（
六
七
二
）
六
月

丁
亥
条
に
は
「
入
不
破
。
比
及
郡
家
」
と
あ
り
、
不
破
郡
（
当
時
は
評
）
の
存
在
を
前
提
に
し
た
記

述
で
、
こ
れ
を
初
見
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
『
県
史
』
は
壬
申
の
乱
後
に
不
破
郡
が
多
芸
郡
の

北
部
を
割
い
て
立
て
ら
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
大
宝
二
年
の
記
事
を
「
確
実
な

初
見
」
と
し
て
い
る
。
木
簡
に
よ
り
、
乙
酉
年
（
六
八
五
）
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
そ
の
立
評
は
、
壬
申
の
乱
後
で
あ
れ
ば
、
六
七
二
な
い
し
六
七
三
年
か
ら
六
八
五
年
ま
で
の

間
と
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
た
だ
し
、
壬
申
の
乱
以
前
の
立
評
の
可
能
性
も
残
っ

て
い
る
。

　
③
安
八

　

『
書
紀
』
天
武
天
皇
元
年
六
月
壬
午
条
の
「
安
八
磨
郡
」
が
『
県
史
』
時
点
の
初
見
で
、
現
在
で

も
そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
史
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
七
世
紀
第
４
四
半
期
に
属
す
る
と

さ
れ
る
「
三
野
国
安
八
麻
評
」
（
奈
文
研
，2006

）
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
飛
鳥
京
跡
苑
池
か
ら
出

土
し
て
お
り
、
評
制
下
で
の
実
在
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
④
大
野

　

『
県
史
』
で
は
『
続
紀
』
大
宝
二
年
七
月
乙
亥
条
を
初
見
と
す
る
。
美
濃
国
関
係
の
評
制
下
の
木

簡
は
、
他
国
に
比
較
し
て
も
出
土
数
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
大
野
に
関
係
し
た

も
の
の
出
土
が
相
次
い
だ
。
年
紀
の
わ
か
る
木
簡
で
最
も
古
い
も
の
は
、
石
神
遺
跡
出
土
の
庚
辰
年

（
六
八
〇
）
の
荷
札
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）
で
、
そ
れ
に
よ
り
大
野
は
天
武
朝
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
実
在
が
確
認
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〔
評
ヵ
〕

　
　

 

〔
庚
ヵ
〕　

三
野
大
野
□

　
　

・
□
辰
年

　
　
　
　
　
　

 

大
□
五
十
戸

　
　
　
　
　
　

  

〔
田
ヵ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「　
　

」

　
　

・
□
部
稲
耳
六
斗

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
削
リ
残
リ
カ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

169･30･6　

033　

檜
・
板
目

　

ま
た
、
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
次
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　

・
丁
丑
年
十

　
　
　

 

〔
和
太
ヵ
〕

　
　

・
伊
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（47

）･

（10

）･4　

081　

檜
・
板
目

　

奈
文
研
（2

0
0

6

）
で
は
、
こ
の
木
簡
は
美
濃
国
か
ら
の
荷
札
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
そ

俵
六

斗
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美濃（三野）国の郡（評）の初見について

の
場
合
、
大
野
郡
石
太
郷
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
大
野
は
丁
丑
年

（
六
七
七
）
に
存
在
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
裏
面
の
「
部
」
は
、
実
際
の
木
簡
で
は
カ
タ
カ
ナ
の
「
ア
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
「
部
」
の
お
お
ざ
と
を
用
い
た
略
字
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
正
字
の
「
部
」
で
示

し
て
い
る
。
以
下
、
⑦
厚
見
、
⑧
各
務
、
⑩
武
義
、
⑪
賀
茂
、
⑫
可
児
、
⑬
土
岐
で
引
用
し
た
木
簡

も
同
様
で
あ
る
。

　
⑤
本
巣

　

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
本
簀
郡
栗
栖
太
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
。
『
県
史
』
以
降
、
藤

原
宮
跡
か
ら
「
本
須
郡
」
（
奈
文
研
，1978

）
と
記
し
た
木
簡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
宮
か

ら
の
出
土
で
あ
る
が
、
郡
制
下
の
も
の
な
の
で
大
宝
以
降
で
、
現
時
点
で
初
見
は
変
わ
ら
な
い
。

　
⑥
方
県

　

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
肩
県
郡
肩
々
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
。
『
県
史
』
以
降
、
平
城

宮
跡
か
ら
「
□
□
〔
方
県
ヵ
〕
郡
」
（
奈
文
研
，1981
）
と
記
さ
れ
た
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
の

年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
初
見
は
変
わ
ら
な
い
。

　
⑦
厚
見

　

『
県
史
』
で
は
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
二
十
二
日
の
美
濃
国
司
解
を
初
見
と
す
る
が
、

そ
の
後
、
評
制
下
の
荷
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

　

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　

 

〔
三
ヵ
〕

　
　

・
□
野
国
厚
見
評
草
田
五
十
戸

　
　
　

 

〔
田
ヵ
〕　

    

〔
赤
ヵ
〕

　
　

・
□
□
部
支
田
□
□
米
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（145

）･22･5　

039　

檜
・
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目

　

こ
の
木
簡
に
年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
五
十
戸
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
十
戸
を
里
と
表

記
す
る
前
の
天
武
朝
以
前
の
木
簡
と
い
え
る
（
市
，2010

）
。
厚
見
は
、
初
見
が
大
幅
に
さ
か
の

ぼ
っ
た
一
例
で
あ
る
。

　
⑧
各
務

　

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
各
牟
郡
中
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
が
、
次
の
木
簡
に
よ
っ
て
評

制
下
の
己
亥
年
（
六
九
九
）
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〔
牟
ヵ
〕

　
　

・
己
亥
年
九
月
三
野
国
各
□

　
　

・
汙
奴
麻
里
五
百
木
部
加
西
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　

（163

）･24･4　

019　

檜
・
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⑨
山
県

　

『
県
史
』
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
山
方
郡
三
井
田
里
戸
籍
を
初
見
と
す
る
が
、
次
の
木
簡
に
よ
っ

て
丙
申
年
（
六
九
六
）
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　

 

〔
丙
申
年
ヵ
〕　

    

〔
国
ヵ
〕

　
　

・
□
□
□
七
月
三
野
□
山
方
評

　
　

・
大
桑
里
□　

安
□
藍
一
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

185･23･4　

031　

檜
・
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⑩
武
義

　

『
県
史
』
で
は
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
の
元
正
天
皇
美
濃
行
幸
に
関
わ
る
記
事
に
「
務
義
郡
」

（
『
続
紀
』
養
老
元
年
九
月
戊
午
条
）
と
あ
る
の
を
初
見
と
し
た
が
、
次
の
木
簡
に
よ
っ
て
、
天
智

朝
の
乙
丑
年
（
六
六
五
）
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
以
下
、
便
宜
上
、
こ
の
木
簡
を
乙
丑

年
木
簡
と
仮
称
す
る
。
）
。

　

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　

・
乙
丑
年
十
二
月
三
野
国
ム
下
評　

　
　

・
大
山
五
十
戸
造
ム
下
部
知
ツ

　
　
　
　
　

  

従
人
田
部
児
安　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   152･29･4　

032　

檜
・
板
目

　

「
ム
」
は
カ
タ
カ
ナ
の
ム
の
よ
う
で
あ
る
が
、
大
宝
二
年
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
や
酒
船
石

遺
跡
出
土
木
簡
の
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
頃
の
溝
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
「
牟
義
君
」
（
明

日
香
村
教
育
委
員
会
，2006

）
な
ど
に
み
え
る
「
牟
」
の
略
字
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
木
簡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
―
評
―
五
十
戸
の
地
方
行
政
制
度
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
最
古
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
、
部
民
制
と
は
無
関
係
な
五
十
戸
が
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ

の
評
価
が
律
令
国
家
の
形
成
史
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
木
簡
と
し
て
、
大
変
重
要
な
史

料
と
な
っ
て
い
る
。
乙
丑
年
木
簡
は
、
そ
の
よ
う
な
全
国
に
お
よ
ぶ
評
価
と
は
別
に
、
武
義
郡
の
歴

史
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
の
趣
旨
と
は
や
や
離
れ
る
が
、
こ

の
木
簡
を
題
材
に
武
義
郡
の
歴
史
に
関
わ
っ
て
一
点
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

「
大
山
五
十
戸
」
は
、
後
の
武
義
郡
大
山
郷
（
『
和
名
類
聚
抄
』
）
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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近藤　大典

大
山
郷
の
地
は
、
地
名
が
み
え
る
賀
茂
郡
富
加
町
大
山
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
東
側
の
美
濃

加
茂
市
伊
深
町
に
は
武
義
郡
揖
可
郷
が
、
川
浦
川
を
挟
ん
で
南
側
の
賀
茂
郡
富
加
町
羽
生
に
は
賀
茂

郡
埴
生
郷
（
大
宝
二
年
戸
籍
で
は
加
毛
郡
半
布
里
）
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
山
里
（
郷
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
比
定
地
が
現
在
も
賀
茂
郡
富
加
町
に
所
属
し
て
い
る
よ
う
に
、
武
義
郡
と
賀
茂
郡

が
接
す
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
大
山
郷
と
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
大
山
神
社
が
『
延
喜
式
』

で
賀
茂
郡
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
義
郡
と
賀
茂
郡
の
間
で
の
大
山
郷
の
帰
属
問
題
に

つ
い
て
は
以
前
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
（
例
え
ば
阿
部
，1923

・
式
内
社
研
究
會
，1986

な
ど
）
。

近
年
で
は
、
『
新
修
関
市
史
』
（
河
合
ほ
か
，1996

）
が
、
武
義
・
賀
茂
両
郡
の
郡
堺
は
流
動
的

で
あ
っ
た
と
し
、
大
山
に
隣
接
す
る
揖
可
と
合
わ
せ
、
成
立
と
変
遷
の
過
程
を
詳
細
に
推
測
し
て
い

る
。
さ
て
、
乙
丑
年
木
簡
の
出
現
に
よ
り
、
大
山
里
（
郷
）
及
び
揖
可
里
（
郷
）
の
成
立
、
帰
属
す

る
郡
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

『
新
修
関
市
史
』
に
お
け
る
大
山
里
（
郷
）
の
成
立
と
変
遷
に
関
す
る
推
測
は
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。
成
立
に
つ
い
て
は
、
揖
可
・
大
山
の
比
定
地
に
お
け
る
条
里
水
田
の
班
給
面
積
が
一
つ
の
里

を
設
定
す
る
に
は
狭
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
加
毛
郡
半
布
里
と
併
存
し
て
い
た
可
能
性
は
薄
く
、
一

方
、
加
毛
郡
半
布
里
の
班
給
面
積
の
不
足
と
い
う
事
態
と
あ
わ
せ
、
伊
深
の
条
里
水
田
は
「
半
布
里

の
人
々
へ
の
班
給
に
あ
て
ら
れ
た
と
み
る
ほ
う
が
合
理
的
」
と
し
、
伊
深
お
よ
び
大
山
は
「
大
宝
二

年
の
段
階
で
は
半
布
里
に
、
と
い
う
こ
と
は
加
毛
郡
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
、
人
口
の
増
加
や
耕
地
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
一
郷
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
郷
里
制
下
の
木
簡
Ａ
を
も
と
に
揖
可
郷
が
そ
の
時
点
で
確
実
に
存

在
し
た
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
天
平
勝
宝
二
年
四
月
二
十
二
日
美
濃
国
司
解
に
「
武
義
郡
揖
可
郷
」
が

み
え
る
こ
と
と
『
和
名
類
聚
抄
』
で
大
山
郷
が
武
義
郡
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
「
八
世
紀
初
め
に
は

賀
茂
郡
に
属
し
て
い
た
両
郷
が
、
後
に
武
義
郡
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て

最
後
に
、
大
山
郷
を
武
義
郡
に
記
載
す
る
『
和
名
類
聚
抄
』
の
郷
名
が
九
世
紀
前
半
の
状
態
と
最
も

よ
く
一
致
す
る
と
す
る
池
邊
彌
（
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
驛
名
考
證
』
）
の
説
を
受
け
、
「
『
延
喜

式
』
の
神
名
帳
に
は
、
大
山
郷
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
山
神
社
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
所

在
地
は
賀
茂
郡
と
あ
る
。
九
世
紀
前
半
に
は
確
実
に
武
義
郡
に
属
し
て
い
た
大
山
郷
が
、
こ
ん
ど
は

一
〇
世
紀
初
め
に
は
賀
茂
郡
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

十
世
紀
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
一
方
、
両
郷
の
成
立
に
つ
い
て
の
推
測

に
関
し
て
は
、
乙
丑
年
木
簡
の
出
現
が
再
考
を
迫
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
木
簡
に
よ
っ
て

六
六
五
年
時
点
で
、
後
の
「
武
義
郡
大
山
郷
」
に
あ
た
る
「
ム
下
評
大
山
五
十
戸
」
が
存
在
し
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
大
山
は
、
大
宝
二
年
時
点
の
条
里
水
田
の
班
給
面
積
の
問
題

と
は
無
関
係
に
、
五
十
戸
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
『
新
修
関
市
史
』
が
指

摘
す
る
そ
の
問
題
は
成
立
を
考
え
る
上
で
の
根
拠
に
な
ら
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
所
属
郡
に
つ
い
て
で
あ
る
。
大
山
に
つ
い
て
は
す
で
に
評
制
下
に
お
い
て
「
ム
下
評
」
、
後

の
武
義
郡
に
属
し
て
お
り
、
ま
た
成
立
の
根
拠
が
揺
ら
い
だ
と
す
る
と
、
賀
茂
郡
か
ら
武
義
郡
に
所

属
が
か
わ
る
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
な
い
。
今
後
、
八
世
紀
代
の
大
山
里
（
郷
）

に
関
す
る
木
簡
の
出
土
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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美濃（三野）国の郡（評）の初見について

　

一
方
、
揖
可
郷
に
つ
い
て
は
、
天
平
勝
宝
二
年
に
武
義
郡
に
属
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
、
以
下
の
注
目
す
べ
き
二
点
の
木
簡
が
あ
る
。

　

Ａ　

平
城
宮
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，1987

）

　
　

揖
可
郷
高
倉
里
山
下
部
荒　
　

□　
　
　
　
　
　
　
　

  　

（200

）
×
（16

）
×4　

039

　

Ｂ　

平
城
京
二
条
大
路
条
間
路
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，1998

）

　
　

 

〔
武
義
郡
ヵ
〕　

     
〔
倉
ヵ
〕

　
　

・
□
□
□
□
□
郷
高
□
里
□

　
　

・　
　
　
　
　
　

□
亀
元
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（145

）･

（10

）･3　

081

　

『
新
修
関
市
史
』
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ａ
に
よ
っ
て
所
属
郡
が
不
明
な
が
ら
、
郷
里

制
下
（
七
一
七
～
七
三
九
末
・
七
四
〇
初
頭
）
に
は
「
揖
可
郷
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

Ｂ
も
同
じ
郷
里
制
下
の
木
簡
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
郡
郷
名
が
明
瞭
で
な
い
が
、
郡
名
は
「
武
義

郡
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
（
現
物
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
奈
良
文
化
財
研
究

所
が
公
開
し
て
い
る
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
る
限
り
「
武
義
」
で
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
）
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
高
□
〔
倉
ヵ
〕
」
と
さ
れ
て
い
る
木
簡
Ｂ
の
里
名
で

あ
る
。
高
倉
里
で
あ
れ
ば
、
Ａ
を
参
考
に
揖
可
郷
高
倉
里
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
り
、
郡
名
が
武
義

郡
と
す
る
と
、
郷
里
制
下
の
遅
く
と
も
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
に
は
武
義
郡
に
揖
可
郷
が
存
在
し
た

と
み
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
「
八
世
紀
初
め
に
は
賀
茂
郡
に
属
し
て
い
た
」
が
、
「
後
に
武
義
郡

に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
（
河
合
ほ
か
，1996

）
と
の
推
測
は
、
大
山
と
同
じ
く
そ
れ
ほ
ど

の
短
期
間
に
所
属
郡
を
変
更
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
現
時
点
で
明
確
な
証
拠
は

な
い
が
、
『
新
修
関
市
史
』
の
揖
可
郷
に
関
す
る
成
立
か
ら
所
属
郡
の
変
更
に
関
す
る
推
測
に
つ
い

て
も
大
山
郷
と
同
様
に
や
は
り
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、
大
山
里
（
郷
）
・
揖
可
里
（
郷
）
の
成
立
と
『
和
名
類
聚
抄
』
ま
で
の
動
き
を
推
測
す
る

『
新
修
関
市
史
』
に
つ
い
て
、
お
も
に
乙
丑
年
木
簡
を
材
料
に
疑
問
を
呈
し
た
。
基
本
的
に
は
、
成

立
か
ら
少
な
く
と
も
九
世
紀
代
頃
ま
で
は
両
郷
と
も
武
義
郡
に
属
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
⑪
賀
茂

　

『
県
史
』
時
点
で
は
大
宝
二
年
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
を
初
見
と
し
た
が
、
次
の
戊
子
年

（
六
八
八
）
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
か
ら
評
制
下
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

　

飛
鳥
京
跡
苑
池
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　

・
戊
子
年
四
月
三
野
国
加
毛
評

　
　

・
度
里
石
部
加
奈
見
六
斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

181･22･5　

011　

檜
・
板
目

　

な
お
、
石
神
遺
跡
出
土
の
辛
巳
年
（
六
八
一
）
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
に
「
可
毛
評
」
（
奈
文
研
，

2003

）
と
み
え
る
が
、
周
辺
か
ら
美
濃
国
に
関
わ
る
木
簡
が
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
も
美
濃
国
の
「
可
毛
評
」
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
戊
子
年
を
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
存
在
が
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
⑫
可
児

　

『
県
史
』
時
点
で
は
天
平
勝
宝
二
年
の
美
濃
国
司
解
を
初
見
と
す
る
が
、
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら

丁
丑
年
（
六
七
七
）
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
、
そ
の
存
在
が
大
幅
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
で

き
た
。

　

飛
鳥
池
工
房
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

加
尓
評
久
々
利
五
十
戸
人

　
　

丁
丑
年
十
二
月
次
米
三
野
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
部 

古
麻
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

146･31･4　

031　

檜
・
板
目

　
⑬
土
岐

　

『
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
四
月
己
未
条
が
初
見
で
あ
る
。
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
丁

丑
年
（
六
七
七
）
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
、
評
制
下
に
お
け
る
存
在
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

　

飛
鳥
池
工
房
遺
跡
出
土
木
簡
（
奈
文
研
，2006

）

　
　

・
丁
丑
年
十
二
月
三
野
国
刀
支
評
次
米　

　
　

・
恵
奈
五
十
戸
造 

阿
利
麻

　
　
　

舂
人
服
部
枚
布
五
斗
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

151･28･4　

032　

檜
・
板
目

　
⑭
恵
奈

　

『
県
史
』
は
、
天
平
勝
宝
二
年
の
美
濃
国
司
解
を
初
見
と
す
る
が
八
世
紀
初
め
に
は
存
在
し
た
と

み
て
い
る
。
⑬
土
岐
で
引
用
し
た
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
「
刀
支
評
恵
奈
五
十

戸
」
の
記
載
に
よ
り
、
恵
奈
は
「
刀
支
評
」
の
五
十
戸
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
新
た
に
判
明
し
、
丁

丑
年
（
六
七
七
）
に
は
評
と
し
て
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
時
点
で
、

恵
奈
郡
の
初
見
は
『
県
史
』
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
丁
丑
年
以
降
、
天
平
勝
宝
二
年
ま
で
の
間
に
土

岐
郡
（
評
）
を
割
い
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
し
か
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。



（18）

近藤　大典

　

以
上
、
『
延
喜
式
』
に
お
け
る
美
濃
国
所
管
で
、
評
制
下
か
ら
大
宝
令
施
行
前
後
に
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
郡
（
評
）
の
初
見
を
整
理
し
た
。
な
お
、
①
～
⑭
以
外
に
明
確
に
美
濃
国
が
所
管
す
る

と
考
え
ら
れ
る
未
知
の
評
に
関
す
る
史
料
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
。

　
お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
『
県
史
』
以
降
、
数
を
増
し
た
七
世
後
半
、
評
制
下
の
木
簡
に
よ
り
、
『
県

史
』
よ
り
初
見
が
さ
か
の
ぼ
っ
た
の
は
、
不
破
・
大
野
・
厚
見
・
各
務
・
山
県
・
武
義
・
賀
茂
・
可

児
の
八
評
で
あ
る
。

　

美
濃
国
所
管
の
評
は
、
こ
の
八
評
に
加
え
、
『
書
紀
』
に
初
見
が
あ
り
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
安

八
と
土
岐
を
合
わ
せ
る
と
、
現
時
点
で
十
評
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

八
世
紀
初
頭
に
存
在
が
確
認
で
き
る
多
芸
・
本
巣
・
方
県
に
つ
い
て
は
評
制
下
に
さ
か
の
ぼ
る
の

か
、
ま
た
丁
丑
年
（
六
七
七
）
に
「
刀
支
評
」
の
五
十
戸
で
そ
の
後
ど
の
時
点
で
建
て
ら
れ
た
か
不

明
な
恵
奈
に
つ
い
て
は
立
郡
（
評
）
時
期
を
推
定
す
る
手
が
か
り
が
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
が

ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
う
か
が
う
木
簡
の
出
土
が
今
後
、
期
待
さ
れ
る
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
四
十
年
以
上
前
に
編
ま
れ
た
『
県
史
』
に
お
け
る
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀

初
頭
の
美
濃
国
が
所
管
す
る
郡
（
評
）
の
成
立
に
つ
い
て
の
理
解
に
関
し
て
は
、
と
く
に
変
更
は
な

く
、
あ
ら
た
め
て
『
県
史
』
の
見
通
し
の
正
確
さ
を
認
識
で
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
そ
の
後
に

出
土
し
た
木
簡
に
よ
り
、
評
制
下
で
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
発
掘
調
査
に
よ
る
出
土

と
い
う
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
る
が
、
今
後
も
飛
鳥
・
藤
原
地
域
、
そ
し
て
県
下
で
の
木
簡
の
出
土
に

注
視
し
つ
つ
、
蓄
積
さ
れ
た
史
料
を
も
と
に
ほ
ん
の
一
部
で
も
『
県
史
』
時
点
よ
り
岐
阜
県
の
歴
史

の
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。
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